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１ 地域生活支援事業等について 

 

（１）令和４年度予算（案）について 

ア 令和４年度予算（案）の概要 

地域生活支援事業及び地域生活支援促進事業は、各自治体が実施主体となり、地

域の実情や利用者の状況に応じ、柔軟な形態により実施する事業である。また、国

として促進すべき事業については、「地域生活支援促進事業」として特別枠に位置

付け、１／２又は定額の補助額を確保している。 

令和４年度予算（案）における地域生活支援事業費等補助金については、以下の

とおり事業の見直しを行い、総額で 518 億円を計上している。 

各自治体においては、地域における障害者等の支援を推進するため、新設または

拡充された事業等の活用を図るとともに、事業全体が効果的かつ効率的に運営され

るよう、引き続き取り組みいただきたい。 

 

（資料１－１）地域生活支援事業費等補助金の主な見直し内容（令和４年度予算案） 

 

【主な見直し内容】 

①地域生活支援事業 

・「地域生活定着支援センターとの連携強化事業」（新設）（市町村任意事業） 

障害により自立した生活を営むことが困難な起訴猶予者等の抱える課題等を把握

し、地域において孤立を解消するための支援や適切なサービスのコーディネートを

行う者を市町村に配置し、地域生活定着支援センターとの連携の強化を図る。 

 

 ②地域生活支援促進事業 

・「発達障害者支援体制整備事業」（拡充）（都道府県事業） 

市町村や事業所等が抱える困難事例への対応力強化を図るため、発達障害者支援

センター等に配置する発達障害者地域支援マネジャーの体制強化を行う。 

・「医療的ケア児等総合支援事業」（一部新規）（都道府県事業） 

都道府県において、「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」に

基づく「医療的ケア児支援センター」の設置が推進されるよう、医療的ケア児等コ

ーディネーターの配置に係る補助の拡充を行い、医療的ケア児とその家族への支援

の充実を図る。 

・「精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築推進事業」（拡充）（都道府

県事業） 

都道府県等が実施する圏域ごとの保健・医療・福祉関係者による協議の場の開催、

アウトリーチ支援やピアサポートの活用等に対する補助の拡充を図る。 

 

 ※ なお、各事業の詳細については、所管課の資料を参照のこと。 

 

イ 重層的支援体制整備事業について 

令和２年６月に改正された社会福祉法に基づき、地域住民の複合・複雑化した支
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援ニーズに対応する包括的な支援体制を整備するため、対象者の属性を問わない相

談支援、多様な参加支援、地域づくりに向けた支援を一体的に行う重層的支援体制

整備事業が創設され、地域生活支援事業費等補助金の令和４年度予算（案）には、

一部市町村において重層的支援体制整備事業を実施するための経費を含んでいる。 

重層的支援体制整備事業を実施する市町村におかれては、対象事業について「地

域生活支援事業費等補助金」の補助対象から「重層的支援体制整備事業」の補助対

象となるので、執行に当たってはご留意いただきたい。 

また、今後移行する自治体におかれては、所要見込みを厳格に精査いただき、特

に交付税措置分を所要見込みに含めることがないよう、よろしくお願いしたい。 

 

（障害福祉関係の対象事業）※ 両事業とも、基礎的事業の交付税措置分を除く。 

・ 基幹相談支援センター等機能強化事業等分 

・ 地域活動支援センター機能強化事業分 

 

（２）地域生活支援事業の実施に当たっての留意事項について 

  ア 新型コロナウイルス感染症の感染防止に配慮した事業実施について 

    地域生活支援事業における「地域活動支援センター」や「日中一時支援」等、利

用者やその家族の安定した生活を確保するために必要な支援等を提供する事業に

ついては、できるだけ継続的に事業が実施されることが重要であるため、十分な感

染防止対策を前提に、利用者に対する事業を引き続き実施いただくなど、必要な対

応をお願いしたい。 

    また、地域生活支援事業を活用した各種養成研修や普及啓発イベントの開催等に

ついては、可能な範囲でオンライン実施等を検討するなど、柔軟な形態による事業

実施に取り組んでいただきたい。 

なお、新しい生活様式等を踏まえた、本事業における新型コロナウイルス感染防

止対策に必要な経費については、引き続き、本事業の対象経費として計上して差し

支えないので、交付申請等に際してご留意いただきたい。 

 

イ 令和４年度配分方針等について 

① 地域生活支援事業の令和４年度執行について 

地域生活支援事業については、引き続き、前年度の執行実績や必須事業の実施

状況等を踏まえて配分する予定である。 

当該実績は、交付要綱において定める実績報告に基づいて算定しているが、例

年、一部の自治体からの提出の遅れにより全体のスケジュールに影響が生じてい

る。各自治体におかれては、実績報告の提出に当たっては、別途お示しする提出

期限（参考：令和３年度は５月末日）を遵守するよう、改めてお願いしたい。 

また、内示については、令和３年度と同様に、当初内示と追加内示の２回に分

けて行うこととし、当初内示は、基礎的配分と位置づけ、各自治体における地域

生活支援事業の実施の停滞を生じないよう、自治体ごとに一定の補助率を保証す

るとともに自治体間の国庫補助割合の均衡を図るなどの調整を行うこととして
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いるので、予め了知されたい。 

 

② 地域生活支援事業と地域生活支援促進事業の関係 

「地域生活支援事業」は、各自治体が、地域の実情や利用者の状況に応じ、柔

軟な形態により実施する事業であり、また、交付された補助金は各地方自治体の

裁量で個々の事業に柔軟に配分することができる「統合補助金」である。 

他方､「地域生活支援促進事業」は、国として促進すべき事業について特別枠

に位置づけ、事業ごとに交付する補助金により事業を実施するものである。 

したがって、地域生活支援事業に交付された補助金と地域生活支援促進事業に交

付された補助金の配分を変更することはできないので、補助金の事前協議の際には

事業費の見積りを適切に行うとともに、執行に当たっては留意されたい。 

 

ウ 必須事業未実施市町村における事業化に向けた取組 

地域生活支援事業は、障害者総合支援法において、市町村が実施するものとして

必須事業を定めている。この必須事業は、移動支援事業や意思疎通支援事業といっ

た障害者等の自立した日常生活又は社会生活を支える上で重要な事業が位置づけ

られているが、令和２年度末時点において実施体制が整備されておらず、未だ実施

していない市町村が見受けられる。 

必須事業の実施体制が整備されていない市町村においては、利用対象者からサー

ビスを受けたい旨の申し出があった際、確実にサービス提供につなげられるよう、

近隣市町村と連携してサービス提供者の育成・確保に取り組むなど、地域で生活す

る障害者のニーズに即したサービスの確保をお願いしたい。 

あわせて、各都道府県におかれては、管内市町村に対する支援をお願いしたい。 

 

エ 地域生活支援事業の適正な実施 

地域生活支援事業等の補助対象外事業については、地域生活支援事業実施要綱の

７の留意事項において次のように明記している。 

[引用開始] 

（４） 次に掲げる事業については、補助対象とならない。 

ア 地域生活支援事業のうち交付税措置により行われる事業 

イ 国が別途定める国庫負担（補助）制度により、現に当該事業の経費の一部

を負担し、又は補助している事業 

ウ 都道府県又は市町村が独自に個人に金銭給付（これに準ずるものを含む。）

を行い、又は個人負担を直接的に軽減する事業 

[引用終了] 

しかしながら、一部の市町村において、 

・ 他制度で支給すべき機器等を「日常生活用具給付等事業」の対象としている 

・ 障害者に対するタクシー券の交付といった金銭給付を行う事業を「移動支援事

業」に位置付けている 

等、補助対象とならない事業を含めて交付申請等を行っている事例が過去に見受け
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られた経緯がある。 

各自治体においては、引き続き、補助金の交付申請等に、国庫補助対象外の事業

が含まれていないことを十分に確認するようお願いする。 

 

オ サービス提供に際しての障害特性に応じた配慮 

 サービス事業者と利用者との契約において契約内容を点字、音声等で提供する

等、障害特性に応じた配慮を行うよう、各自治体におかれては、引き続き、事業者

に対して周知するなどの対応をお願いしたい。 

 

カ 地域生活支援事業における利用者負担 

平成 22 年４月から、障害福祉サービス等に係る低所得（市町村民税非課税）者

の利用者負担が無料化されたことを踏まえ、各実施主体の判断で定めることとなっ

ている地域生活支援事業の利用者負担の取扱いについて、これまでの課長会議等に

おいて検討をお願いしてきたところである。 

各自治体においては、障害福祉サービス等の利用者負担の取扱いを踏まえ、地域

生活支援事業に係る利用者負担について、利用者の負担能力に応じて取り扱われる

よう検討をお願いしたい。 

特に、意思疎通支援事業や移動支援事業等については、地域生活支援事業創設以

前の利用者負担の状況や障害福祉サービス等における利用者負担の状況等を十分

に踏まえ、引き続き、サービス利用に支障が生じないよう対応をお願いしたい。 

 

キ 移動支援事業の実施について 

① 効果的なサービス提供 

移動支援事業は、障害者等の社会参加を促進し、地域での自立した生活を支え

る上で重要なサービスであり、実施に当たっては、事業の利用を希望する者の心

身の状況や、利用についての意向等を十分に把握した上で、適切な利用時間を設

定するなど、真に必要とする者にサービスが適切に提供されるようお願いする。 

また、サービスの担い手であるガイドヘルパーの確保やその資質向上の取組に

ついてもご配慮願いたい。 

さらに、複数の障害者等について、同一の目的地への移動を同時に支援するこ

とが適当と認められる場合には、グループ支援型によるサービス提供も考えられ

るので、実施していない市町村におかれては活用を図られたい。 

 

（資料１－２）移動支援事業の実施体制整備状況（令和２年度） 

 

② 視覚障害者移動支援従事者資質向上研修事業 

視覚障害者移動支援従事者資質向上研修事業は、視覚障害者の移動の支援に従

事するガイドヘルパーの資質の向上を図ることを目的として、社会福祉法人日本

視覚障害者団体連合の事業として実施されている。この研修の修了者は、ガイド

ヘルパーの指導者となることが想定されているので、同行援護従事者養成研修等
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の講師としての活用について検討されたい。 

 

ク 地域活動支援センターの実施について 

① 地域活動支援センターの安定的な運営の確保 

地域活動支援センターは、創作的活動又は生産活動の機会の提供、社会との交

流の促進等の便宜を供与する施設として、障害者の地域における自立した生活を

支える上で重要であることから、地域生活支援事業の必須事業に位置づけられて

いる。 

地域活動支援センターの基礎的事業は、市町村の一般財源により実施するもの

であり、地方交付税制度により、一定の財源が保障されている。 

このため、各市町村においては、少なくとも従前の小規模作業所の補助水準を

確保するなど、安定した事業運営が図られるよう配慮をお願いしたい。 

 

（参考）地域活動支援センター運営費の一般財源化 

地方交付税（普通交付税）の額を決定する際の基準財政需要額の中に地域活動支援センター

及び小規模作業所に対する運営費部分が含まれており、平成18年度以降は、引き続き適正な補

助水準が確保されるよう、都道府県に措置されていた部分が市町村に集約されている。 

 

   （資料１－３）地域活動支援センターの実施体制整備状況（令和２年度） 

 

② 障害者の夕方・休日における余暇活動等の支援について 

障害者が日中活動や就労を終えた後の夕方や休日に、余暇活動や地域との交流

のための支援を行うことは、地域で自立した生活を営むために有効である。 

障害者のこうしたニーズに対応するため、夕方の時間帯や土日に開所している

地域活動支援センターもあり、各自治体におかれては、地域の障害者のニーズ等

を踏まえた事業展開を検討いただきたい。なお、こうしたサービスを基礎的事業

に加えて実施する場合は、地域活動支援センター機能強化事業の対象となること

を申し添える。 

 

（３）障害者等の理解促進について 

  ア 「ユニバーサルデザイン 2020 行動計画」 

平成 29 年 2 月 20 日に第一回ユニバーサルデザイン 2020 関係閣僚会議で決定さ

れた「ユニバーサルデザイン 2020 行動計画」に示された「心のバリアフリー」の

推進を図るため、地域における取組を支援する「理解促進研修・啓発事業」や「心

のバリアフリー」推進事業の活用が可能である。 

これらの事業について、これまでの取組事例をまとめているので、事業実施や見

直しに向けた検討に当たっては、ご参照いただき、有効にご活用いただきたい。 

 

（資料１－４）ユニバーサルデザイン 2020 行動計画（抄） 
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（資料１－５）理解促進研修・啓発事業等の取組事例 

 

イ 障害者等の理解促進に関する取組について 

「理解促進研修・啓発事業」等の実施に当たっては、障害別の接し方を解説した

パンフレットやホームページの作成、障害者に関するマークの紹介等による、障害

及び障害者等に対する理解を深めるための普及・啓発を目的とした広報活動の実施

等、地域の社会参加推進センター等とも連携を図りながら、地域における障害者等

の理解の促進を図っていただきたい。 

なお、「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の一部を改正す

る法律」（令和２年法律第 28 号）において、市町村が作成する移動等円滑化基本

構想の事業メニューに追加された「教育啓発特定事業」（※学校と連携して実施す

る教育活動や住民等への啓発活動の実施に関する事業）の実施に際しては、「理解

促進研修・啓発事業」の活用・連携が可能である。 

そのため、市町村においては、庁内関係部局と連携を図るとともに、特に「理解

促進研修・啓発事業」未実施の市町村においては、事業の実施についてご検討いた

だきたい。 

また、障害者等の理解促進に対する取組については、東京都における「ヘルプマ

ーク」や鳥取県における「あいサポート運動」などの取組が実施されているので、

参考としていただくとともに、障害者に関するマークの紹介に当たっては、マーク

等の配布のみにとどまらず、支援等が必要な者に適切な支援が届くよう、当該マー

クの持つ意味を広く地域住民に周知することにも、あわせて取り組まれたい。 

 

   （資料１－６）障害者に関係するマークの一例（令和３年版障害者白書（抜粋）） 

 

① ヘルプマークについて 

ヘルプマークは、東京都において、義足や人工関節を使用している方、内部障

害や難病の方、または妊娠初期の方など、外見から分からなくても援助や配慮を

必要としている方々が、周囲の方に配慮を必要としていることを知らせること

で、援助を得やすくなるよう、作成したマークである。 

都民に対して、電車などでポスターを掲示する等により、ヘルプマークを必要

とする方に対して当該マークの所持を促すとともに、ヘルプマークを身に着けた

方を見かけた場合は、電車・バス内で席をゆずる、困っているようであれば声を

かける等、思いやりのある行動を呼びかけている。 

また、ヘルプマークは、平成 29 年７月には日本工業規格（ＪＩＳ）に位置付

けられ、厚生労働省においても、ホームページへ掲載し、広く周知を図っている。 

このヘルプマークについては全国的に広がっており、令和３年 10 月 31 日時点

で、全ての都道府県で導入されているとのことである。 

     

   ② あいサポート運動について 

鳥取県では、地域の誰もが障害のある方と共に生きるサポーターになっていた
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だく取組として「あいサポート運動」を推進している。この運動は、様々な障害

の特性などを理解するための研修に参加した方を「あいサポーター」として認定

し、日常的に「あいサポートバッジ」を着用して、障害のある方が困っていると

きにちょっとした手助けを行う取組である。この運動により、「障がいを知り､

共に生きる」をスローガンとして、障害のある方を手助けしやすい環境づくりを

進めるとともに､障害のある方が暮らしやすい地域社会の実現を目指している。 

この鳥取県で始まった「あいサポート運動」は全国的に広がっており、令和３年

12 月末日時点で、８県 15 市６町が鳥取県と連携を図り「あいサポート運動」に

取り組んでいるとのことである。 
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２ 意思疎通支援について 

 

（１）障害者に対する新型コロナウイルス感染症の対応等について 

視聴覚障害者等は、その障害特性から情報取得や他者とのコミュニケーションが困

難な状況であることから、新型コロナウイルス感染症に関する予防、支援施策の周知

等にあたっては、障害福祉担当部局、新型コロナウイルス感染症担当部局、視聴覚障

害者情報提供施設、地域の障害者団体等が連携して周知することを従来から依頼して

いるところである。 

今後も、予防接種における対応など、新型コロナウイルス感染症に関する情報提供

が必要になることから、引き続き以下の点に留意しながら、障害特性を踏まえた情報

発信に努めていただきたい。 

■ 視覚障害者については、相談に関する連絡先（電話番号等）の周知やホーム

ページ上の情報のテキストデータの提供、郵送物の識別をするため、内容（「新

型コロナウイルスの予防接種のご案内」等）や発信元（自治体名等）を点字や

拡大文字での表記 等 

 

    ■ 聴覚障害者等については、電話による相談ができない方もいることから、電

話以外に FAX 番号またはメールアドレスの周知や字幕映像の提供 等 

 

■ 知的障害者や発達障害者等については、専門的な用語や抽象的な用語を用い

ず、平易な言葉による説明、分かりやすい絵カードや写真等の使用 等 

 

なお、情報発信にあたり、必要に応じて以下の地域生活支援事業等を活用されたい。 

・ 市町村任意事業、都道府県任意事業の点字・声の広報等発行 

・ 障害者ＩＣＴサポート総合推進事業（サピエ等の障害者がアクセスしやすいネ

ットワークにアップロードする事業） 

 

また、新型コロナウイルス感染症関連以外の行政機関における障害者への配慮につ

いても、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（障害者差別解消法）

を踏まえ、障害を理解し障害特性に応じた適切な対応が可能となるよう、研修などの

機会を活用して、積極的な職員教育等の実施をお願いしたい。 
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加えて、１（１）アで記載のとおり、地域生活支援事業等における新型コロナウイ

ルス感染防止対策に必要な経費については、令和３年度以降、事業の対象経費として

計上して差し支えないとしている。一方、通訳者等の派遣を依頼する際に、使用する

消毒用品等を障害者本人が準備する事例があるとされているが、これらの経費を施設

入場料やイベント参加費と同等に申請者の負担とすることは適切でないため、事業の

実施にあたっては留意されたい。 

また、予防接種や各種支援施策等の相談や手続き等にあたって、障害者等でも円滑

に行われるようにするため、ニーズを踏まえ意思疎通支援事業等を活用できるように

していただきたい。 

なお、障害者等が医療機関等において受診する場合や入院する場合において、障害

者等に対する合理的な配慮については、以下のような HP で紹介されているので、必要

に応じて管内の関係団体や医療機関にも情報提供していただきたい。 

医療機関における障害者への合理的配慮 事例集 

https://www.mhlw.go.jp/content/12200000/000331883.pdf 

 

視覚に障がいのある方が新型コロナウイルスに感染し入院したら 

http://www.sakai-kfp.info/CMS/data/img//sg.pdf 

 

 

（資料２－１）これまでに発出した事務連絡 

・「情報・コミュニケーション支援を必要とする障害者等に対する新型コロナウイル

ス感染症の対応への配慮について」（令和２年２月17日） 

 

・「新型コロナウイルス感染症に係る予防接種に関する合理的配慮の提供について」

（令和３年３月３日） 

 

［参考１］厚生労働省ＨＰ 

 ○「わかりやすい情報提供に関するガイドライン」 

https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/shougaishahu

kushi/dl/171020-01.pdf 

［参考２］内閣府ＨＰ 

 ○「公共サービス窓口における配慮マニュアル－障害のある方に対する心の身だしな

み－」 

https://www8.cao.go.jp/shougai/manual.html 

［参考３］国土交通省ＨＰ 

 ○「知的障害、発達障害、精神障害のある方とのコミュニケーションハンドブック」 

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/barrierfree/sosei_barrierfree_tk_00000

5.html 
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・「新型コロナウイルスワクチンに係る予防接種に関する障害者への接種について」

（令和３年４月13日） 

 

・「障害者に係る新型コロナウイルス感染症に対応した宿泊療養の運営について」 

（令和３年６月16日） 

 

・「新型コロナウイルス感染症に係る予防接種に関する合理的配慮の提供の事例につ

いて（情報提供）」（令和３年10月19日） 

 

（２）読書バリアフリー法に基づく各種施策の推進について 

ア 読書バリアフリー法の計画策定・関連施策 

「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律」（読書バリアフリー法）

や、同法の規定により策定された「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する

基本的な計画」（基本計画）に基づき、視覚障害者等の読書環境の整備に関する各

種施策の推進が求められているところであるが、各地方公共団体においても、障害

福祉部局及び社会教育部局が連携の上、この推進に取組まれたい。 

更に、読書バリアフリー法の規定により、地方公共団体は視覚障害者等の読書環

境の整備の推進に関する計画策定に努めることとされているが、先般行った調査に

よると、多くの地方公共団体において計画の策定時期が未定であることが確認され

た。 

文部科学省及び厚生労働省では、地方公共団体の計画策定を推進するため、両省

のホームページや主催する会議・研修会等において、地方公共団体の策定状況や実

際に策定した事例等について周知しているところであり、都道府県を中心とする地

方公共団体においては、既に策定された地方公共団体の計画を参考にしながら、計

画の策定に努めていただきたい。 

なお、計画策定後、読書バリアフリー法に係る関連施策について推進することが

必要となることから、「読書バリアフリー法を踏まえた障害福祉関連施策の推進に

ついて（通知）」（令和３年３月 29 日障企自発 0329 第１号厚生労働省社会・援護

局障害保健福祉部企画課自立支援振興室長通知）を参考に、関連施策の適切な実施

及び点字図書館における視覚障害以外の障害者の支援（読書環境に関連する相談や

情報機器の貸出等に限る。）に努めていただきたい。 

 

  （基本計画を策定している地方公共団体） 

○大阪府 

https://www.pref.osaka.lg.jp/chikikyoiku/barrier_free/index.html 

 

○鳥取県 

http://www.library.pref.tottori.jp/info/post-179.html 
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○徳島県 

https://www.pref.tokushima.lg.jp/ippannokata/kyoiku/shogaigakushu/50492

91/ 

 

○埼玉県 

https://www.pref.saitama.lg.jp/a0604/dai6kikeikaku.html 

 

○愛知県 

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/shogai/shougaisyafukushi2021-2026.htm

l 

 

（資料２－２）読書バリアフリー基本計画 

 

（資料２－３）地方公共団体における読書バリアフリー計画の策定検討状況 

 

  イ 読書バリアフリーに関するリーフレットについて 

多くの視覚障害者等に読書バリアフリーについて知っていただくため、公立図書

館や点字図書館で利用できるサービス、図書館で利用できる様々な本、インターネ

ットによるサービスなどを紹介するリーフレットを、文部科学省と共同で製作した

ところである。両省のホームページに掲載しているため、関係者への周知等に御協

力いただきたい。 

 

  ウ サピエ図書館の周知、広報 

サピエ図書館については、全国の点字図書館等で製作された点字やデイジーデー

タを個人や会員施設等がダウンロードすることができる体制を整えているが、会員

登録をしている視覚障害者等は一部であり、公立図書館・学校図書館についても、

点字図書館と比較した場合、会員登録している図書館は限られている。 

そのため、地方公共団体におかれては、管内の視覚障害者等や公立図書館・学校

図書館へのサピエの利用促進に取り組んでいただきたい。また、公立図書館・学校

図書館への加入促進に当たっては、これらを所管している社会教育部局等との連携

を図られたい。 

 

（資料２－４）サピエについて 

 

  エ 地域における読書バリアフリー体制強化事業 

令和２年度より、点字図書館と公立図書館、障害当事者団体等の連携を図ること

により身近な地域における読書環境の整備等に取り組むなど、地域における読書バ

リアフリー体制の強化を図る「地域における読書バリアフリー体制強化事業」を、

地域生活支援促進事業（都道府県等事業）として実施している。当該事業では、 

・ 点字図書館と公立図書館等が連携のための協議会の設置、支援ノウハウの提
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供やサービス実施の充実に向けた研修会等の実施。 

・ 視覚障害以外の障害（上肢障害や識字障害など）のある者のサピエ等の利用

促進にかかる取組（関係団体等の協議会の設置、接遇や留意点等の研修の実施） 

・ 点字図書館と公立図書館の連携に併せて、地域における点訳奉仕員・音訳奉

仕員の養成の推進 

   等を対象にしている。 

なお、本事業の取組を進める上で参考となるよう、地方自治体における好事例を

紹介するので、特に未実施の地方公共団体におかれてはご参照いただき、事業実施

に向けて積極的な活用を図られたい。 

 

（資料２－５）地域における読書バリアフリー体制強化事業 参考事例 

 

（３）電話リレーサービスの公共インフラ化について 

「聴覚障害者等による電話の利用の円滑化に関する法律」が令和２年 12 月に施行

され、令和３年７月より、電話リレーサービス提供機関の指定を受けた一般財団法人

日本財団電話リレーサービスにより、公共インフラとしての電話リレーサービスの提

供が開始されている。 

また、同法では、「地方公共団体は、国の施策に準じて、聴覚障害者等による電話

の利用の円滑化のために必要な措置を講ずるよう努めなければならない。」と規定さ

れている。 

これに関連して、「電話リレーサービスに関する周知広報及び聴覚障害者等職員向

け電話リレーサービス法人利用登録について」（令和３年９月６日付け事務連絡）で

示したとおり、地方公共団体におかれては、通訳者の養成等に加え、電話リレーサー

ビスの広報等についても聴覚障害者情報提供施設、関係団体等と協力の上、取り組ん

でいただきたい。 

 

（資料２－６）「電話リレーサービスに関する周知広報及び聴覚障害者等職員向け

電話リレーサービス法人利用登録について」（令和３年９月６日付け

事務連絡） 

 

（４）意思疎通支援事業等について 

地域生活支援事業の意思疎通支援事業や専門性の高い意思疎通支援を行う者の派

遣事業の実施について、都道府県等におかれては、「地域生活支援事業における意思

疎通支援を行う者の派遣等について」（平成 25 年３月 27 日障企自発 0327 第１号厚生

労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課自立支援振興室長通知）を参考に、引き続

き適切な実施及び実施率の向上に努めていただきたい。 

また、養成についても都道府県必須事業としているところであり、手話通訳者、要

約筆記者、盲ろう者向け通訳・介助員、失語症者向け意思疎通支援者の養成について

は、国が策定したカリキュラムを踏まえて実施いただくとともに、養成研修の指導者

養成を令和４年度も以下の団体に委託して実施するので、積極的に参加していただい
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た上で、修了者を指導者として活用されたい。 

（手話通訳者） 

社会福祉法人 全国手話研修センター「手話奉仕員・手話通訳者養成担当講師連

続講座」及び「手話奉仕員・手話通訳者養成担当講師ブロック研修会」 

（要約筆記者） 

社会福祉法人 聴力障害者情報文化センター「要約筆記者指導者養成研修」 

（盲ろう者向け通訳・介助員） 

社会福祉法人全国盲ろう者協会「盲ろう者向け通訳・介助員養成講習会指導者養

成研修会」 

（失語症者向け意思疎通支援者） 

一般社団法人日本言語聴覚士協会「失語症者向け意思疎通支援者指導者養成研修」

   

（資料２－７）意思疎通支援事業の実施体制整備状況【都道府県別】（令和２年度） 

 

ア 遠隔手話通訳サービスの適切な実施 

手話通訳者の派遣や設置について、手話通訳者の設置がない市町村窓口等におい

て、遠隔手話通訳サービス（遠隔による要約筆記支援を含む。）を導入した場合にも、

地域生活支援事業の対象とすることとしている。令和元年度からは、手話通訳者の設

置が困難な自治体、手話通訳者の派遣が困難な場合も想定されることから、手話通訳

者の派遣事業においても聴覚障害者の所有するタブレット等を用いた遠隔手話通訳

サービスによる提供も地域生活支援事業の対象としている。 

遠隔手話通訳サービスは災害や緊急事態等においても円滑な支援を提供できるこ

とから、都道府県・市町村、聴覚障害者情報提供施設が連携の上、整備やサービスの

実施に取り組んでいただきたい。 

 

イ 代筆・代読支援者の養成及び派遣 

 代筆・代読は、視覚障害のある方のコミュニケーションを支援する重要な手段の一

つであり、地域生活支援事業の意思疎通支援事業（市町村必須事業）であるが、未だ

実施に向けた体制の整備が低調な状況である。（代筆・代読を実施している自治体の

割合 1.4％：平成 30 年度障害者総合福祉推進事業「視覚障害者への代筆・代読支援に

関する調査研究」） 

令和元年度には、（福）日本視覚障害者団体連合において、「地域における視覚障

害者への代筆・代読支援に向けた調査研究」を実施し、事業実績報告書では地方自治

体における事業の実施状況の調査に加え、先駆的に取り組んでいる自治体の事例紹介

や、事業実施のモデル的な方法報告書が記載されている。 

特に未実施の自治体におかれてはご参照いただき、代筆・代読支援が全国で実施さ

れるよう、事業実施に向けて積極的に取り組むようお願いしたい。 

 

地域における視覚障害者への代筆・代読支援に向けた調査研究 報告書 

https://www.mhlw.go.jp/content/12200000/000653499.pdf 
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https://www.mhlw.go.jp/content/12200000/000653500.pdf 

https://www.mhlw.go.jp/content/12200000/000653501.pdf 

 

ウ 失語症者向け意思疎通支援者の派遣 

 失語症者向け意思疎通支援者の派遣については、意思疎通支援事業（市町村必須事

業）において実施してきたところであるが、令和元年度からは市町村域を超える広域

的な派遣、複数市町村の住民が参加する障害者団体等の会議、研修、講演又は講義等

並びに市町村での対応が困難な派遣等を可能とするため「専門性の高い意思疎通支援

を行う者の派遣事業（都道府県必須事業）」に失語症者向け意思疎通支援者の派遣事

業を加えて実施しているので、今後の支援者派遣の実施体制の構築に各都道府県及び

市町村で連携しつつ、積極的な取組をいただくようお願いする。 

なお、令和元年度に一般社団法人日本言語聴覚士協会によって「失語症者向け意思

疎通支援者の効果的な派遣実施に向けた調査研究」が実施され、既に実施に取り組ん

でいる事例も紹介されていることから、参考としていただきたい。 

 

失語症者向け意思疎通支援者の効果的な派遣実施に向けた調査研究 

https://www.mhlw.go.jp/content/12200000/000653512.pdf 

 

エ 盲ろう者向け通訳・介助員の養成及び派遣など 

平成 30 年度から、盲ろう者に対する同行援護において、盲ろう者向け通訳・介助

員が提供した場合の加算が創設されたが、外出支援を中心とした同行援護の利用がな

じまない場合や地域資源の事情等により「盲ろう者向け通訳・介助員派遣事業」の実

施が必要な場合があると考えられるので、同行援護の活用とあわせて、本事業の推進

が図られるようご留意いただきたい。 

また、老健局と共同で発出した「介護サービス事業所・施設における盲ろう者向け

通訳・介助員派遣事業の取扱いについて」（令和２年９月 23 日付け事務連絡）で示し

たとおり、盲ろう者が介護サービスを利用する場合には、介護の提供に当たり、触手

話や指点字等、専門性の高い特別なコミュニケーション技術が必要となることから、

本事業を活用し、当該事業所の従業者以外の支援者が介護サービス利用中に付き添い、

コミュニケーション支援を行うことは差し支えないことと整理したころであるため、

引き続き管内市町村、サービス事業所等に周知をお願いする。 

 

（資料２－８）盲ろう者向け通訳・介助員派遣事業の実施状況について 

 

オ 意思疎通支援従事者キャリアパス構築支援事業等を活用した養成研修の促進 

令和元年度に、「意思疎通支援従事者キャリアパス構築支援事業」（地域生活支援

促進事業）を創設し、手話通訳士、手話通訳者、要約筆記者等の意思疎通支援者のス

キルアップを図っている。 

さらに、同事業では令和２年度より、都道府県等にコーディネーターを配置して、

人材養成等の体制の課題に対応し、地域における意思疎通支援者の計画的な養成を促
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進するための事業についても実施しているところである。 

特に、意思疎通支援者の若年層確保については近年大きな課題となっていることか

ら、これら事業の積極的な活用をご検討いただきたい。 

また、（福）聴力障害者情報文化センターが実施する手話通訳士の技術向上のため

の講座、（福）全国手話研修センターが実施する手話通訳者及び手話通訳士の資質向

上のための現任研修については、令和４年度も引き続き実施することとしているので、

各都道府県等におかれては、積極的に受講者を派遣するなどのご配慮をお願いしたい。 

 

 カ その他、意思疎通支援を行う者の派遣及び養成等における留意事項 

   意思疎通支援事業等の実施にあたっては、次の事項についても、ご留意願いたい。 

 

○ 視聴覚障害者情報提供施設などの関係機関や団体への委託、近隣市町村との共同

実施などの方法により、効率的な事業の実施に努められたいこと。 

 

○ 新型コロナウイルス感染症による感染状況等を考慮して、対面による研修が困難

な場合、オンラインで実施して差し支えない。 

 

○ （福）聴力障害者情報文化センターが実施する手話通訳技能認定試験（手話通訳

士試験）について、令和４年度は以下のとおり実施される予定であるため、各都道

府県等においては、関係機関、関係団体への周知をお願いしたい。 

 

＜第33回 手話通訳技能認定試験＞ 

   学科試験 令和４年７月24日（日）〔会場：宮城、埼玉、東京、大阪、熊本〕 

   実技試験 令和４年10月２日（日）〔会場：宮城、埼玉、東京、大阪、熊本〕 

http://www.jyoubun-center.or.jp/slit/ 

 

（５）視聴覚障害者情報提供施設の情報化対応特別管理費について 

点字図書館や聴覚障害者情報提供施設の運営費である身体障害者保護費負担金（点

字図書館等事務費）のうち、情報化対応特別管理費については、書籍の点字化や映像

の文字・手話化を行った上で、視聴覚障害者等が利用する際に必要な方式で複製し、

サピエによる配信やビデオの貸出等を行う場合に加算する仕組みであることから、積

極的に活用いただきたい。 

 

＜情報化対応特別管理費の対象経費（例）＞ 

・ 点字図書や音声図書、字幕(手話)入ビデオを製作するために必要な環境整備に

係る費用（パソコン、点字プリンタや録音機器、映像編集機器等の購入費等） 

・ 製作を担う人材確保、養成・育成や資質の向上のために必要な費用（呼びかけ

や広告に必要な経費、講習会開催経費や講習会出席に必要な旅費等） 

・ 点字図書や音声図書、字幕(手話)入ビデオの製作のための費用（点訳・音訳、

手話通訳を行う者への謝金や交通費等） 
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・ 専門的な知識を持つ者等を雇用し、各種業務の効率的な実施を促進するための

費用（賃金等） 

 

（６）災害時における視聴覚障害者等支援 

地震や大雨などの災害発生時においては、自ら避難することが困難な状況にある障

害者に配慮した支援策を講じることが重要である。 

特に、視聴覚障害者については、その障害特性から情報取得やコミュニケーション

支援が著しく困難となることから、以下のように、障害特性に応じた配慮をお願いし

たい。 

①  避難準備情報等については、障害関係団体等と連携した伝達体制を整備すると

ともに、多様な手段（専用通信やインターネットなど）の活用による通信の確保 

②  避難所等においては、ボランティアによる支援やホワイトボード等の機材を使

用した効果的な支援、災害時に活用可能なラジオや聴覚障害者用情報受信装置な

どを活用した情報提供 

③  避難所等において、身体障害者補助犬使用者と補助犬を分離せず受け入れた上

で、周りの方々に補助犬に対する理解の促進など 

 

（資料２－９）避難所等における視聴覚障害者等に対する情報・コミュニケーション

支援について（例） 

 

なお、個別訪問等による早期の状態把握、必要な支援の提供へのつなぎ等を行う被

災高齢者等把握事業においては、聴覚障害者団体に事業を委託（補助）の上、団体名

簿を活用して実施した事例もあるため、本事業の活用についても検討されたい。 

その他、国際障害者交流センター（ビッグ・アイ）において、令和４年度も以下の

事業をオンラインで開催する予定としているので、関係機関への周知をお願いしたい。 

◇「災害時要援護者支援ボランティアリーダー養成研修事業」（オンライン） 

災害時に障害者への支援を行うボランティアリーダーを養成 

◇「災害時視聴覚障がい者支援リーダー養成研修事業」（オンライン） 

東日本大震災での課題を踏まえ、災害時における視覚・聴覚障害者の障害特性

に応じた避難方法や支援方法等を熟知し、災害時に地域において中心となって活

動できるリーダー的人材の養成 

 

（７）情報アクセシビリティ確保等に向けた支援 

  ア 障害者 ICT サポート総合推進事業 

障害者 ICT サポート総合推進事業については、障害者等の自立と社会参加の促進

に資することを目的として、障害者等に対する ICT 機器の紹介や貸出、利用に係る

相談等、情報アクセシビリティの確保に向けた支援を行うものである。 

近年のデジタル技術の進展に伴い、デジタル社会形成の司令塔として、令和３年

９月１日にデジタル庁が発足し、令和３年 12 月 24 日「デジタル社会の実現に向け

た重点計画」が閣議決定された。本重点計画では、障害の有無、地理的な制約、年
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齢等にかかわらず、誰もがデジタル化の恩恵を享受できる「誰一人取り残されない」

デジタル社会の実現が目指されており、障害者 ICT サポート総合推進事業が施策の

一つとして位置づけられているところである。 

また、読書バリアフリー法や基本計画においても、点字図書館や公立図書館と連

携の上、様々な読書媒体の紹介やそれらを利用するための端末機器等の情報入手に

関する支援等の実施が期待されている。 

そのため、パソコンボランティアの養成派遣、ICT サポートセンターの設置及び

支援対象とする障害種別の拡大、管内市町村等と連携した出張教室や相談会等の開

催など、本事業の積極的な活用をご検討いただきたい。 

 

  （資料２－10）令和３年度障害者 ICT サポート総合推進事業実施状況 

 

  イ 障害者等の ICT 機器利用支援事業 

 障害者等の ICT 機器の利用支援を図ることを目的として、令和４年度より「障

害者等の ICT 機器利用支援事業（意思疎通支援従事者確保等事業）」を新設し、

各地方公共団体が設置する ICT サポートセンターの活動を支援する拠点（ICT サポ

ートセンター連携事務局）の設置等を行う事業を実施することとした。事業の実

施機関については、民間団体を予定しており、ICT サポートセンターに対する支援

や ICT サポートセンター未設置の地方公共団体への支援を行う。 

ICT サポートセンターを設置している地方公共団体においては、ICT サポートセ

ンターに当該事業についての情報提供及び ICT サポートセンター連携事務局と連

携いただくようお願いする。また、ICT サポートセンター未設置の地方公共団体に

おいては、ICT サポートセンターの設置に向けての相談も ICT サポートセンター連

携事務局が受け付けるので、当該事業を有効にご活用いただきたい。 

なお、ICT サポートセンター連携事務局の事業開始時期等については、決定次第、

各地方公共団体に連絡させていただく。 

 

（資料２－11）障害者等の ICT 機器利用支援事業の概要 

 

（８）集団補聴システムの普及促進について 

集団補聴システムは補聴器や人工内耳の機能の限界を補うものであり、聴覚障害

者の情報保障並びに QOL 向上に資するものであるが、その活用状況や実態は十分に把

握できていないことから、令和元年度障害者総合福祉推進事業にて「集団補聴システ

ムの普及実態に関する調査研究」を実施した。その結果、府省庁、市（区）町村、文

化施設における集団補聴システムの導入率が低く、既に導入されている機関や施設に

おいても、稼働回数、使用方法等の運用面での課題やシステムへの理解が進んでいな

いという現状が明らかになった。集団補聴システムの普及促進に向けては、当事者及

び自治体担当者が補聴システムを有効に活用できるようなマニュアルの整備や説明

会を開催する等、補聴システムの運用に抵抗感をなくし、稼働率を上げていく取り組

みを行うことが望ましいと考えている。各自治体におかれては、貸出用のヒアリング
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ループを整備する取り組み等を補助対象とする「障害者 ICT サポート総合推進事業」

（地域生活支援促進事業）を利用し、集団補聴システムの更なる普及や活用に積極的

に取り組んで頂くようお願いする。 

 

「集団補聴システムの普及実態に関する調査研究」 

https://www.mhlw.go.jp/content/12200000/000653495.pdf 
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３ 障害者の芸術文化活動について 

障害者の芸術文化活動については、新型コロナウイルス感染症の感染予防対策、リモ

ートや非対面の創造活動、オンラインでの発表等、様々な工夫をこらした取組が行われ

ているところである。各自治体においても、感染予防対策を講じつつ、地域における障

害者の芸術文化活動等の推進に関わる事業に、積極的に取り組んでいただきたい。 

 

（１）全国障害者芸術・文化祭について 

全国障害者芸術・文化祭は、平成 29 年度から、国民文化祭の開催都道府県を開

催地として一体的に開催されている。開催都道府県においては、引き続き、国民

文化祭と全国障害者芸術・文化祭が相互に連携し、障害の有無に関わらず文化芸

術の創造、発表、鑑賞の機会の充実・拡大を図っていただくとともに、国民の障

害への理解をより一層促進されたい。 

令和３年度は、７月３日から 10 月 17 日まで「第 20 回全国障害者芸術・文化祭

みやざき大会」（新型コロナウイルス感染症の影響により令和２年から延期して

開催）、10 月 30 日から 11 月 21 日まで「第 21 回全国障害者芸術・文化祭わかや

ま大会」を開催したところである。令和４年度以降の全国障害者芸術・文化祭の

開催地については次のとおり予定しているので、各都道府県におかれては管内市

町村、関係団体等へ周知いただくとともに、文化施策担当部局とも緊密に連携の

上、本大会への積極的なご協力をお願いしたい。 

第 22 回 沖縄県 （令和４年 10 月 22 日～11 月 27 日）   

第 23 回 石川県 （令和５年） 

第 24 回 岐阜県 （令和６年） 

第 25 回 長崎県 （令和７年） 

また、障害者芸術・文化祭のサテライト開催事業については、全国障害者芸術・

文化祭と連携して、全国的な機運醸成を図ることを目的として実施しており、全国

障害者芸術・文化祭の開催都道府県においては、全国の自治体との連携を行うため

の企画や連絡調整等を行うコーディネーターの配置等をしている。令和３年度は 15

自治体で実施されたところであり、今後、令和４年度のサテライト開催事業実施都

道府県を募ることとしているので、ご承知おき願いたい。 

 

（２）障害者芸術文化活動普及支援事業について 

「障害者芸術文化活動普及支援事業」では、さまざまな障害者が芸術文化を享

受し、多様な活動を行うことができるよう、地域における障害者の芸術文化活動

を支援する体制を全国に普及し、障害者の自立と社会参加の促進を図ることとし

ており、このうち「都道府県レベルにおける活動支援」については、実施主体で

ある都道府県が地域の障害者団体や芸術文化団体・施設だけでなく、芸術文化活

動を行う障害者本人やその家族、福祉施設、文化施設、支援団体等を支援する拠

点である障害者芸術文化活動支援センターを設置することとしている。未設置と

なっている自治体においては、早期の設置を検討いただき、文化担当部局とも連

携を図りながら、障害者の芸術文化活動にかかる支援体制の整備を図っていただ
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きたい。 

なお、本事業の実施に当たっては、事業の成果を評価し、質を高め、持続可能

な実施体制を構築していくことが重要であり、特定非営利活動法人日本ファンド

レイジング協会が作成した「障害者芸術文化活動普及支援ガイド」（平成 30 年度

厚生労働省障害者総合福祉推進事業）を活用するなど、定期的な実施内容の振り

返り・改善にも取り組んでいただきたい。 

  

「障害者芸術文化活動普及支援ガイド」 

https://www.mhlw.go.jp/content/12200000/000521749.pdf 

 

（３）障害者による文化芸術活動の推進に関する基本計画の策定について 

「障害者による文化芸術活動の推進に関する法律」は、障害者基本法及び文化

芸術基本法の基本的な理念にのっとり、文化芸術活動を通じた障害者の個性と能

力の発揮及び社会参加の促進を図ることを目的とするものであり、厚生労働省及

び文化庁では同法及び同法に基づく「障害者による文化芸術活動の推進に関する

基本的な計画」を踏まえて各種施策を実施しているところである。各都道府県に

おいても、障害担当部局及び文化担当部局が連携の上、障害者による文化芸術活

動の推進に関する各種施策を推進していただきたい。 

 また、本法律第８条においては、「地方公共団体は、基本計画を勘案して、当

該地方公共団体における障害者による文化芸術活動の推進に関する計画を定める

よう努めなければならない」とされていることから、各地域における障害者の芸

術文化活動がより一層促進されるよう、未策定となっている自治体においては早

期計画の策定をお願いしたい。 

 

（４）「国際障害者交流センター」の活用について 

「国連・障害者の十年」の記念施設である「国際障害者交流センター（愛称：ビ

ッグ・アイ）」は、障害者の国際交流、重度・重複障害者を含む全ての障害者の交

流、障害者の芸術・文化の発信などの機能を発揮し、障害者の社会参加を促進する

ことを目的として設置されたものであり、全館にバリアフリー設備を整え、あらゆ

る者にとって利用しやすいモデル施設である。 

ビッグ・アイは、最大 300 席の車椅子席（通常席 700 席）を設定でき、障害のあ

る者も障害のない者も利用可能な多目的ホール（最大収容人数 1,500 席）や、研修

室、車椅子利用でも利用しやすい広さがある宿泊室を備えており、障害者の芸術・

文化及び国際交流活動の充実・振興を図る各種イベントを開催している。 

各都道府県においては、積極的な施設利用及び主催事業の関係機関への周知・案

内、特に特別支援学校の修学旅行や宿泊体験等の利用促進について、引き続きご協

力をお願いしたい。 

（詳細については、センターＨＰ「http://www.big-i.jp/」を参照。） 

 

（資料３）障害者の芸術文化活動関係資料 
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４ 身体障害者補助犬について 

 

（１）制度の理解促進、普及啓発について 

身体障害者補助犬（以下「補助犬」という。）の使用者が地域で安心して生活する

ためには、地域において補助犬及びその使用者に対する正しい理解が重要である。一

部の医療機関や飲食店等において、未だに補助犬の同伴が拒否される例が散見されて

いることから、更なる理解の促進に取り組んでいただきたい。また、身体障害者補助

犬法第 14 条に基づき、補助犬となるための訓練中、又は認定を受けるための試験中で

あると明示されている犬についても、公共交通機関や不特定かつ多数の者が利用する

施設等への同伴が円滑に行えるよう、各機関及び施設や地域住民の理解と特段のご配

慮をお願いしたい。 

身体障害者補助犬法第 23 条では、国及び地方公共団体は、補助犬が果たす役割の

重要性について理解促進に努めなければならないとされている。そのため、厚生労働

省では法の趣旨に沿って、リーフレット・ステッカー等の作成・配布や普及啓発イベ

ントの開催等により、各自治体のご協力も得ながら、身体障害者補助犬やその使用者

に対する理解の促進に取り組んできたところである。これらに加えて、補助犬の啓発

をより一層促進するための動画「もっと知って！身体障害者補助犬ショートムービー

（YouTube）」を作成したほか、令和３年 10 月 25 日付け事務連絡にて「補助犬ユーザ

ー受け入れガイドブック」の周知に関するご協力をお願いしたところであり、関係機

関に幅広く周知いただきたい。 

都道府県におかれても、本法や障害者差別解消法の趣旨を踏まえつつ制度の周知徹

底をお願いするとともに、後述の「身体障害者補助犬育成促進事業」を積極的に活用

いただき、管内市町村とも連携・協力の上、リーフレットの配布や啓発イベントの開

催等を通じて、理解促進、普及啓発に努めていただくようお願いする。 

また、厚生労働省作成リーフレット等の配布については都道府県を通じて行うこと

としているが、都道府県におかれてはリーフレット等の管内活用状況を踏まえた上で、

地域における補助犬の普及啓発の取組みを効果的・効率的にできるよう留意していた

だきたい。管内施設等からのリーフレット等送付依頼への対応や都道府県や市町村が

行う普及啓発活動において、厚生労働省作成のリーフレット等が必要な場合には、

以下の連絡先までご連絡いただきたい。 

 

 

 

 

 

なお、令和元年度障害者総合福祉推進事業の「身体障害者補助犬の普及啓発のあり

方に関する調査研究」（実施：社会システム株式会社）では、自治体が普及啓発活動

を実施する際の協力機関、留意点等について、ガイドブックとして取りまとめている

ので積極的に活用の上、効果的な普及啓発活動を実施していただきたい。 

 

（連絡先）厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部 

              企画課自立支援振興室 社会参加活動支援係 

                      TEL：03-5253-1111（内線3074） 
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 「もっと知って！身体障害者補助犬ショートムービー（YouTube）」 

 「補助犬ユーザー受け入れガイドブック」 

 「身体障害者補助犬使用者の効果的な普及・啓発活動のあり方ガイドブック」 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/shougaishahukus

hi/hojoken/index.html 

 

（資料４－１）身体障害者補助犬関係資料 

 

（２）身体障害者補助犬育成促進事業の活用について 

使用者とともに補助犬が、地域社会で円滑に受け入れられるためには、使用者と受

入側相互の理解を深めることが重要である。そのため、地域生活支援促進事業に補助

犬の育成訓練、育成計画の作成、理解促進、普及・啓発を実施する「身体障害者補助

犬育成促進事業」を位置付け、１／２の補助率を確保しているところである。 

各都道府県におかれては、管内市区町村及び訓練事業者等と連携の上、本事業を積

極的にご活用いただき、良質な補助犬の育成、育成計画の策定、普及啓発等に取り組

んでいただきたい。 

なお、各都道府県における補助犬の育成計画の策定・実行にあたっては、訓練事業

者等との連携を図り、必要な予算を確保するとともに、例えばコロナ禍による育成の

遅れがあった場合には柔軟な対応を図るなど、着実な推進をお願いしたい。 

 

（３）訓練事業者との情報共有について 

介助犬、聴導犬の認定は身体障害者補助犬法に規定する指定法人により行われてお

り、指定法人は認定の状況等を厚生労働省に報告・届出を行うこととなっている。 

一方、補助犬の訓練事業は第二種社会福祉事業であり、事業の開始にあたっては都

道府県へ届出を行うこととされている。厚生労働省では、各都道府県等にご協力いた

だき、訓練事業者等の情報をホームページに掲載し、情報提供を行っている。都道府

県等におかれては、訓練事業者に関する届出（新設、名称変更、移転等）があった場

合は、速やかに当室へお知らせいただくよう、お願いする。 

 

（４）身体障害者補助犬の訓練基準及び認定要領の改正について 

身体障害者補助犬法に基づく介助犬及び聴導犬については、「身体障害者補助犬法

施行規則及び身体障害者福祉法施行規則の一部を改正する省令の施行について」（平

成 14 年 10 月１日 障発第 1001001 号 厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部長通知）

の別添２「介助犬訓練基準」及び別添３「聴導犬訓練基準」を指針として訓練が行わ

れ、また、同通知の別添５「介助犬の認定要領」及び別添６「聴導犬の認定要領」を

指針として認定が行われているところであるが、今般、「身体障害者補助犬の訓練及

び認定等のあり方検討会」において、これらの改正内容がとりまとめられたので、御

了知の上、管内市町村を始め、関係機関・団体及び訓練事業者等に対し、周知をお願

いしたい。 
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（５）海外から来日する補助犬使用者への対応について 

海外から渡航する補助犬使用者への対応については、日本の補助犬使用者及び補助

犬と同様に、飲食店、公共交通機関、ホテル等の施設を円滑に利用できるよう、「海

外から渡航してくる 補助犬使用者への対応ガイドライン（平成 30 年 11 月）」を策定

しており、昨年開催された東京パラリンピック競技大会において、海外から補助犬を

伴ったアスリートが来日したところである。 

本ガイドラインについては、下記の厚生労働省ホームページや、海外向けポータル

サイトに掲載しており、具体的には日本の補助犬と同等であると認められた海外の補

助犬については、日本の補助犬を認定する法人が「期間限定証明書」を発行すること

としているので、ご了知の上、海外から補助犬を伴って来日することについて相談を

受けたときは、本ガイドラインをご案内いただくようお願いする。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料４－２）海外から来日される補助犬使用者への対応について 

［参考］厚生労働省ＨＰ 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/shougaisha

hukushi/hojoken/index.html 

海外向けポータルサイト"Assistance Dogs for Persons with Physical Disabili

ties" Portal Site 

http://www.mhlw.go.jp/english/policy/care-welfare/welfare-disabilities/as

sistance_dogs/index.html 
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５ 補装具等について 

 

（１）補装具費の支給に係る基準額等の改正等について 

補装具費支給制度における基準額等は、「補装具の種目、購入等に要する費用の額

の算定等に関する基準」（平成18年９月29日付け厚生労働省告示第528号）で示してい

るところであるが、当該基準については障害当事者団体、学術団体等の関係団体に対

するヒアリング調査の結果を踏まえて、令和４年度に以下の改正を行うこととした。 

（主な改正内容） 

 「ＦＭ型用ワイヤレスマイク充電池交換」、「ＦＭ型用ワイヤレスマイク外部入

力コード交換」を削除、「ＦＭ型用ワイヤレスマイク充電用ＡＣアダプタ交換」

を「ワイヤレスマイク充電用ＡＣアダプタ交換」に改正 

 別表 購入基準の殻構造義肢、足根中足義足において「足袋型」を「足袋式」に

改称し、「下腿部支持式」を追加 

 別表 修理基準のその他、補聴器において、修理部位及び価格の記載内容につい

て「ＦＭ型受信機交換」を「受信機交換」に改正 等 

補装具費支給事務取扱指針及び補装具費支給事務取扱要領についても所用の改正

を行い、別途お示しする予定である。 

各都道府県におかれては、制度が円滑に運用されるよう、管内市区町村に周知する

とともに、身体障害者更生相談所、指定自立支援医療機関及び保健所にも情報提供を

お願いする。 

なお、人工内耳用音声信号処理装置については、補装具費支給制度において修理の

みを対象としており、人工内耳用音声信号処理装置が破損した場合等の交換に係る費

用については従来から保険適用とされている。両制度の運用により人工内耳使用者に

対して適切な給付が行われるようにするため、補装具費支給制度における取扱いと併

せて、保険適用の扱いについても周知していただきたい。 

 

（２）補装具費の適切な支給に向けた取組の推進について 

 補装具費支給制度の運用にあたり、申請者の利便性の向上を図りつつ、公平かつ適

正に支給されるよう、各自治体において様々な取組を行っていただいているところで

ある。 

当室では、下記のような取組の好事例について報告を受けているところであり、各

自治体におかれては、これらを参考としつつ、各地域の状況に応じた工夫を行ってい

ただくとともに、補装具費の適切な支給に向けた取組を全国で推進するためにも、各

自治体における取組の好事例について、積極的に情報提供いただきたい。 
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【取組例】 

＜都道府県域が広大な自治体の場合の対応＞ 

  ① 身体障害者更生相談所の支所等における相談等の実施 

   ② 巡回相談(判定)の実施 
 
 

＜適切な補装具の引き渡し・使用状況の確認等を行うための対応＞ 

 ① 処方に係わった医療機関との連携の強化による補装具使用状況の確認 

   ② 補装具の引渡し後、直接又は画像データの提出等により、支給決定内容との突

合・確認を行う 

 

市町村は、購入のみならず修理に係る補装具費支給事務においても、申請者や補装

具事業者と連携の上、原則として申請書の提出があった日の翌日から起算して２週間

以内に要否を決定するなど、支給事務に係る標準処理期間を定めることとし、その迅

速な対応に努められたい。 

また、耐用年数については、あくまで通常の装着状態等における修理不能となるま

での予想年数を示したものであり、補装具費の支給を受けた障害者等の身体状況や使

用状況によって実耐用年数が異なるものと考えられる。このため、再支給や修理の際

には告示に掲げる耐用年数を一律に適用することなく、個々の障害者等の実情に沿っ

た対応が行われるよう留意願いたい。 

 

（３）借受けの取組みについて 

借受けは、身体の成長や障害の進行に対する対応、購入に先立つ比較検討という点

で有益であるため、各自治体におかれては、平成30年度の障害者福祉推進事業「補装

具費支給制度における適切な判定業務に関する調査研究」において、実施団体である

公益財団法人テクノエイド協会が作成した「補装具費支給制度に係る事例集」も参考

にして、引き続き、借受けの活用を積極的に検討いただきたい。 

また、借受けの実施にあたっては、身体障害者更生相談所による技術的助言が重要

であるとともに、身体障害児の補装具費支給意見書を記載する指定自立支援医療機関

との連携が欠かせないため、身体障害者更生相談所や指定自立支援医療機関が市町村

と十分連携できるよう、都道府県におかれては支援をお願いする。 

なお、補装具費支給制度において、借受けが適当であるとしている事例は、上述の

とおりであり、該当しない事例に対して借受けを強いるなど、誤った運用をしないよ

う留意いただきたい。 

「補装具費支給制度における適切な判定業務に関する調査研究」 

https://www.mhlw.go.jp/content/12200000/000521740.pdf 

※事例集は 137 ページ以降に記載 

 

（４）障害児に支給する補装具について 

障害児に対する補装具費の支給にあたっては、支給決定に至るまでのプロセスが障

害者と異なることから、脳性麻痺がある障害児に対する歩行器や、体幹機能障害のあ
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る児童や重症心身障害児に対する重度障害者用意思伝達装置など、一部の市町村にお

いてその支給決定等に苦慮している事例が寄せられている一方、障害児の判定につい

ても身体障害者更生相談所に積極的に依頼することにより、事務が円滑に行われてい

る自治体もある。ついては、前述した平成30年度の障害者総合福祉推進事業において

紹介されている事例等を参考にした上で、市町村は支給決定にあたり利用者の希望や

就学を含めた日常生活全般に係る情報を適切に把握できるよう、身体障害者更生相談

所や指定自立支援医療機関と情報の共有を図る等、積極的な連携を図り、障害児に対

する支給決定について適切な運用をお願いするとともに、都道府県におかれては、各

市町村に対して適切な運用に関してご助言をお願いする。 

重度の両上下肢及び音声・言語機能障害児において、発達過程における適切な支

援の実施によっては学齢期に到達する前後の時点で定型発達児と同等程度の言語理

解を保持することが可能な事例がある。例えば、文字を綴ることができなくても、

重度障害者用意思伝達装置等の代替手段の利用により、質問や声掛けに対してシン

ボルイラストや写真、定型句を選択して返答や要求伝達ができる障害児においては、

文字を綴る等のその後の言語発達への効果が期待されることから、未就学児である

ことをもって給付しないことがないよう当該機器を効果的に活用されたい。なお、

障害児の重度障害者用意思伝達装置に係る補装具費の支給にあたっては、医師や看

護師、リハビリテーション従事者等の支援者による支援経過や計画並びに医学的評

価を踏まえて、必要に応じて身体障害者更生相談所とも相談の上、適切な機器の選

定及び補装具費の支給に努められたい。 

また、子供用車椅子は外見がベビーカーに似ているため、公共の場でベビーカー

と誤認され、利用時に必要な介助が受けられないなど認知度の低さに伴うトラブル

が生じる例がある。そのため、民間団体や国土交通省において子供用車椅子の理解

を促すための取組が行われており、各自治体におかれても周知をお願いする。 

 

国土交通省 HP 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/barrierfree/sosei_barrierfree_tk_00020

6.html 

 

（５）適切な補聴器販売店等の選定について 

市町村は、申請者が適切な補装具業者の選定及び契約等ができるように、補装具業

者の経歴や実績等を勘案し、情報の提供に努めていただきたい。 

特に、補聴器販売店の選定にあたっては、申請者の状態に適合した補聴器が適切に

支給されるよう、公益財団法人テクノエイド協会が認定している認定補聴器技能者の

従事する販売店等を参考にしていただきたい。また、消費者庁と共に補聴器の使用を

検討中の方に対する留意点等を示しているので、管内の関係団体に対しても幅広く提

供していただきたい。 

 

消費者庁HP 

https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/caution/caution_021/ 
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（資料５－１） 補聴器関係資料 

 

（６）補装具装用訓練等支援事業について 

   補装具費は、当該補装具の操作性・習熟度が一定のレベルに達したときに支給申

請および支給決定されるものである。しかし、とりわけ「小児筋電義手」や「重度

障害者用意思伝達装置」については、それまでの訓練に使用するものもあり、一部

の病院やリハビリテーション施設（以下「リハビリ施設」という。）、補装具事業

者からの貸出等により実施されている現状がある。 

このため、令和３年度より「補装具装用訓練等支援事業」を開始し、「小児筋電

義手」と「重度障害者用意思伝達装置」を対象種目として、これらの装用訓練等を

提供できる病院やリハビリ施設の普及を推進することとした。事業の実施機関につ

いては、民間の病院やリハビリ施設を対象としており、令和３年度の実施機関にお

ける事業の取り組みについて、今後、ホームページに掲載することとしているので、

参考にされたい。 

 

補装具装用訓練等支援事業 HP 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/shougaishahuk

ushi/yogu/index.html 

 

（資料５－２）補装具装用訓練等支援事業の概要 

 

（７）日常生活用具給付等事業の適正な実施について 

日常生活用具給付等事業については、各市町村の積極的な取組により、令和２年

度実績では、ほぼ全ての市町村で実施している。 

本事業の事業費は年々増加傾向にあることから、今後も安定した事業運営を行うた

めには、各市町村において、効果的な事業実施が図られる必要がある。 

このため、各市町村においては、平成 18 年の障害者自立支援法以前に国が定めた

基準額や実施方法等にとらわれることなく、定期的に当事者の意見を聴取する等によ

りニーズを把握した上で実勢価格の調査を行う等、地域の実情に即した、適切な種目

や基準額等となるよう定期的な見直しに努められたい。なお、各自治体にご協力いた

だいた令和２年度の障害者総合福祉推進事業において、種目・基準額・対象者の見直

し状況等についてとりまとめられているので参考にされたい。 

加えて、以下の２点について、留意いただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

①ストーマ用装具 

購入価格については、複数事業者による競争の上、指定事業者を決定するよう努

められたい。 

②紙おむつ等 

適宜、使用の必要性やその使用実績、納品状況、実勢価格の調査を行うこと等に

より適切な給付となるよう努められたい。 
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また、日常生活用具給付等事業の対象種目の選定にあたっては、健康保険制度など

他制度で適用される用具ではないことを確認した上で、厚生労働省告示により定める

用具の要件に該当するかどうかを判断し、要件を満たさない用具を支給することなく

適切に運用するようお願いする。各都道府県においては、管内市町村に対し効果的な

取組事例を共有する等、市町村における事業の適切な実施に向けた対応をお願いする。 

 

 

 

なお、日常生活用具の耐用年数についても、各自治体の判断により運用されてい

るところであるが、耐用年数を経過する前に、修理不能により用具の使用が困難と

なった場合等には、耐用年数にかかわらず、柔軟に日常生活用具の給付等を行って

いただきたい。 

 

（８）難病患者等に対する補装具費支給制度、日常生活用具給付等事業の取扱いについて 

障害者総合支援法に規定する「障害者」の中には、「難病患者等」が含まれ、具

体的には、障害者総合支援法の対象疾病であり、疾病による障害の程度が厚生労働

大臣が定める程度（継続的に日常生活又は社会生活に相当な制限を受ける程度）で

ある者とし、障害福祉サービス等の支給対象としている。 

補装具費の支給に関しては、身体障害認定基準と同等の障害を有している者を対

象としているため、支給決定にあたっては、難病による症状の変動を考慮し、状態

が悪い時の障害の程度を勘案した上で、適切に支給決定する必要がある。 

また、日常生活用具給付等事業においては、障害者等の状況や地域の実情等を踏

まえて、適切に支給決定する必要がある。 

各市町村におかれては、難病患者等から支給の相談及び申請が行われた場合には、

身体の状況や生活環境を考慮するなど、窓口において丁寧な対応を行っていただく

ようお願いする。 

【厚生労働省告示に定める用具の要件に該当しない用具の例】 

  ○パソコン、タブレット（一般的に普及しているもの） 

  ○電池（一般的に普及していると考えられる消耗品） 
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６ 障害者の自立支援機器等について 

    

（１）障害者自立支援機器の開発・普及促進について 

障害者の自立や社会参加を促進するためには、障害者のニーズを踏まえた使いや

すい支援機器の開発・普及促進が重要である。そのため、「障害者自立支援機器等

開発促進事業」により、機器の製品化に要する費用の一部を補助することにより、

新たな企業等の参入を促すとともに、適切な価格で障害者が利用しやすい機器を製

品化し、普及を図ることを促進しているところである。 

機器の開発を行う企業等については、厚生労働省が公募にて決定することとして

いる。令和４年度分については現在公募を行っているところであるので、各自治体

においては、産業振興関係部局等とも協力の上、本事業について管内の福祉用具企

業等に周知いただきたい。 

 

（事業公募等 HP） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/shougaisha

hukushi/cyousajigyou/index.html 

  

（２）ニーズ・シーズマッチング交流会の開催について 

「ニーズ・シーズマッチング強化事業」では、個別具体的な障害者のニーズを的確

に反映させた支援機器開発を促進するため「ニーズ・シーズマッチング交流会」を開

催し、実用的な製品の開発に寄与するとともに、支援機器の分野への企業の新規参入

を促進しているところである。近年は東京を含め２ヶ所及びWeb開催を含むハイブリッ

トで開催している。 

ニーズ側の障害当事者・団体及びシーズ側の開発企業等、双方から有意義であった

旨のご意見をいただいているところであり、各自治体の職員等にとっても、障害者の

ニーズの把握や実際に支援機器に触れる場として大変有意義なものと考えている。 

なお、令和４年度より、地域特有のニーズに沿った支援機器開発を促進する観点か

ら地域交流会の開催を実施する。 

各都道府県におかれては、管内市区町村、障害当事者団体、医療福祉機関及び福祉

用具企業等に対して周知を図っていただくとともに、障害保健福祉関係部局や産業振

興関係部局等の担当職員の積極的な参加をお願いしたい。 

 

（３）自立支援機器イノベーション人材育成事業について 

障害者自立支援機器の開発においては、個別かつ特異的で多岐にわたる障害者のニ

ーズを適確に把握し、事業化も見据えて開発に着手することが重要である。 

 このため、令和４年度より、支援機器の研究開発人材等が、障害者の多岐にわたる

ニーズを適確に捉え、事業化の視点を踏まえた開発手法を会得することを目的とした

バイオデザイン等のデザインアプローチを用いたワークショップ等を企画・開催する

事業を実施することとしている。ワークショップ等の具体的な内容は、実施団体選定

後に決定することとしているので、ご承知おき願いたい。 
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各自治体においては、産業振興関係部局や障害保健福祉関係部局等にとも協力の

上、医療福祉機関及び福祉用具企業等に対して周知を図っていただくとともに、関係

者の積極的な参加をお願いしたい。 

 

（４）福祉用具ニーズ情報収集・提供システムについて 

公益財団法人テクノエイド協会において、障害当事者や介護者等から、福祉用具に

対するご意見やご要望、困りごとなどの声を収集し、それをメーカーなどへ迅速に届

けることにより、障害者福祉の現場において真に必要とされる福祉用具の研究開発に

つなげるためのシステムを構築し、運用しているところである。 

令和２年４月からは、希望するキーワードが投稿されるたびに、メールが自動配信

される仕組みを構築するなど、情報収集が容易に可能となるよう改良されたところで

あるので、各都道府県等におかれては、このシステムをより一層ご活用いただくとと

もに、管内市町村、障害当事者団体、医療福祉機関及び福祉用具企業等へ周知いただ

き、その利用の促進をお願いしたい。 

 

（参考 URL: http://www.techno-aids.or.jp/） 

 

（資料６）障害者自立支援機器等開発促進事業の概要 
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資料1-6 

出典】令和3年版障害者白書（抜粋） 

L 	 - 
■ 障害者に関係するマ一クの―例 

「 	障害のある人に対応した施設、設備やル一ルなどの存在を示したり、障害のある人が支援を必要としているこ 

とを分かりやすく伝えるため、障害者に関係する様々なマ一クがあります。これらは国際的に定められたものや、 

障害者団体等が独自に策定して普及を進めているものもあります。 

I 	本ペ一ジは、各省庁・自治体・団体が作成・所管する障害者に関係するマ一クの一例を紹介するものです。 

※各マ一クは、以下に記載する各省庁・自治体・団体が作成・所管するものであり、お問い合わせ等は各マ―ク

の所管先へお願いします（いずれも内閣府が作成・所管するものではありません。）。 

（順不同） 

名 	称 概 要 等 連 絡 先 

国 	

ク  

障害者が利用できる建物、施設であることを明確に表

すための世界共通のシンボルマ一クです。マ一クの使用

にっいては園際リハビリテ一ション協会の「使用指針」 

により定められています。 

駐車場などでこのマ一クを見かけた場合には、障害者

の利用への配慮にっいて、御理解、御協力をお願いします。 

※このマ一クは「すべての障害者を対象」としたものです。 

特に車椅子を利用する障害者を限定し、使用されるも

のではありません。 

公益財‘」法人 

日本障害者リハビリテ一ション

協会 

TEL : 03-5273-060 1 
FAX : 03-5273-1523 
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盲人のための 

国際シンボルマ―ク 

世界盲人連合で1984年に制定された盲人のための世界

共通のマ一クです。視覚障害者の安全やバリアフリ―に

考慮された建物、設備、機器などに付けられています。 

信号機や国際点字郵便物・書籍などで身近に見かけるマ―

クです。 

このマ一クを見かけた場合には、視覚障害者の利用へ

の配慮にっいて、御理解、御協力をお願いします。 

社会福祉法人 

日本盲人福祉委員会 

TEL : 03-5291 -7885 
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肢体不自由であることを理由に免許に条件を付されて

いる方が運転する車に表示するマ一クで、マ一クの表示

にっいては、努力義務となっています。 

危険防止のためやむを得ない場合を除き、このマ―ク

を付けた車に幅寄せや割り込みを行った運転者は、道路

交通法の規定により罰せられます。 

警察庁交通局交通企画課 

TEL :03-3581-0141 (代) 
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聴覚障害であることを理由に免許に条件を付されてい

る方が運転する車に表示するマ一クで、マ一クの表示に

っいては、義務となっています。 

危険防止のためやむを得ない場合を除き、このマ―ク

を付けた車に幅寄せや割り込みを行った運転者は、道路

交通法の規定により罰せられます。 

警察庁交通局交通企画課 

TEL :03-3581-0141 (代) 
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参考資料 障害者に関係するマークの―例 

名 	称 概 要 等 連 絡 先 

ほじよ犬マ―ク 身体障害者補助犬法の啓発のためのマ一クです。 

身体障害者補助犬とは、盲導犬、介助犬、聴導犬のこ

とを言います。「身体障害者補助犬法」において、公共の

施設や交通機関はもちろん、デパ一トやス一パ一、ホテル、 

レストランなどの民間施設は、身体障害のある人が身体

障害者補助犬を同伴するのを受け入れる義務があります。 

補助犬を同伴することのみをもってサ一ビスの提供を拒

むことは障害者差別に当たります。 

補助犬はペットではありません。社会のマナ一もきち

んと訓練されているし、衛生面でもきちんと管理されて

います。 

補助犬を同伴していても使用者への援助が必要な場合

があります。使用者が困っている様子を見かけたら、積

極的にお声かけをお願いします。 

厚生労働省社会・援護局

障害保健福祉部企画課

自立支援振興室 

TEL: 03-5253-1111 	(代) 
FAX : 03-3503-1 237 
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聞こえが不自由なことを表すと同時に、聞こえない人・

聞こえにくい人への配慮を表すマ一クです。また、窓口

等に掲示されている場合は、聴覚障害者へ配慮した対応

ができることを表しています。 

聴覚障害者は見た目には分からないために、誤解され

たり、不利益をこうむったり、社会生活上で不安が少な

くありません。 

このマ一クを提示された場合は、相手が「聞こえない・

聞こえにくい」ことを理解し、コミュニケ一ションの方

法等への配慮（口元を見せゆっくり、はっきり話す・筆

談で対応する・呼ぶときは傍へ来て合図する・手話や身

振りで表すなど）にっいて御協力をお願いします。 

―般社団法人 

全日本難聴者・中途失聴者団体

連合会 

TEL : 03-3225-5600 
FAX : 03-3354-0046 

7
i
L

i
  

【
 

 
I
 

 

I
:
:
 

H
  

、
ノ
 
】
．

岬

マ
 
、
一
 
‘

・

ク
 
，

《
 
 

ア
 

抽
ー
  

「ヒアリングル一プマ一ク」は、補聴器や人工内耳に内

蔵されている Tコイルを使って利用できる施設・機器で

あることを表示するマ一クです。 

このマ一クを施設・機器に掲示することにより、補聴器・

人工内耳装用者に補聴援助システムがあることを知らし

め、利用を促すものです。 

―般社団法人 

全日本難聴者・中途失聴者団体

連合会 

TEL: 03-3225-5600 
FAX : 03-3354-0046 

オストメイト用設備／ 

オストメイト . 
+ 

オストメイトとは、がんなどで人工肌門・人エ勝脱を

造設している排池機能に障害のある障害者のことをいい

ます。 

このマ一ク（JIS Z8210）は、オストメイトの為の設

備（オストメイト対応のトイレ）があること及びオスト

メイトであることを表しています。 

このマ一クを見かけた場合には、身体内部に障害のあ

る障害者であること及びその配慮されたトイレであるこ

とを御理解の上、御協力をお願いします。 

公益財団法人 

交通エコ口ジ一・モビリテイ財 

‘」 

TEL : 03-3221-6673 
FAX : 03-3221-6674 
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聞こえが不自由なことを表すと同時に、聞こえない人・

聞こえにくい人への配慮を表すマ一クです。また、窓口

等に掲示されている場合は、聴覚障害者へ配慮した対応

ができることを表しています。 

聴覚障害者は見た目には分からないために、誤解され

たり、不利益をこうむったり、社会生活上で不安が少な

くありません。 

このマ一クを提示された場合は、相手が「聞こえない・

聞こえにくい」ことを理解し、コミュニケ一ションの方
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「ヒアリングル一プマ一ク」は、補聴器や人工内耳に内

蔵されている Tコイルを使って利用できる施設・機器で

あることを表示するマ一クです。 

このマ一クを施設・機器に掲示することにより、補聴器・

人工内耳装用者に補聴援助システムがあることを知らし

め、利用を促すものです。 

―般社団法人 

全日本難聴者・中途失聴者団体

連合会 

TEL: 03-3225-5600 
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オストメイト用設備／ 

オストメイト . 
+ 

オストメイトとは、がんなどで人工肌門・人エ勝脱を

造設している排池機能に障害のある障害者のことをいい

ます。 

このマ一ク（JIS Z8210）は、オストメイトの為の設

備（オストメイト対応のトイレ）があること及びオスト

メイトであることを表しています。 

このマ一クを見かけた場合には、身体内部に障害のあ

る障害者であること及びその配慮されたトイレであるこ

とを御理解の上、御協力をお願いします。 

公益財団法人 
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名 	称 概 要 等 連 絡 先 

ハ―ト・プラスマ―ク 「身体内部に障害がある人」を表しています。 

身体内部（心臓、呼吸機能、じん臓、勝脱・直腸、小腸、 

肝臓、免疫機能）に障害がある方は外見からは分かりに

くいため、様々な誤解を受けることがあります。 

内部障害の方の中には、電車などの優先席に座りたい、 

障害者用駐車スペ一スに停めたい、といったことを希望

していることがあります。 

このマ一クを着用されている方を見かけた場合には、 

内部障害への配慮にっいて御理解、御協力をお願いします。 

特定非営利活動法人

ハ―ト・プラスの会 

TEL : 080-4824-9928 S 
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白杖を頭上50cm程度に掲げてSOSのシグナルを示し

ている視覚に障害のある人を見かけたら、進んで声をか

けて支援しようという「白杖SOSシグナル」運動の普及

啓発シンボルマ一クです。 

白杖によるSOSのシグナルを見かけたら、進んで声を

かけ、困っていることなどを聞き、サポ一トをお願いし

ます。 
※駅のホ一ムや路上などで視覚に障害のある人が危険に

遭遇しそうな場合は、白杖によりSOSのシグナルを示

していなくても、声をかけてサポ一トをお願いします。 

岐阜市福祉部 

福祉事務所障がい福祉課 

TEL :058-214-2138 
FAX : 058-265-7613 

へルプマ―ク 義足や人エ関節を使用している方、内部障害や難病の

方、または妊娠初期の方など、外見から分からなくても

援助や配慮を必要としている方々が、周囲の方に配慮を

必要としていることを知らせることができるマ一クです 

(JIS規格）。 

へルプマ一クを身に着けた方を見かけた場合は、電車・

バス内で席をゆずる、困っているようであれば声をかけ

る等、思いやりのある行動をお願いします。 

東京都福祉保健局 

障害者施策推進部 

計画課社会参加推進担当 

TEL : 03-5320-41 47 + 
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耳が聞こえない人が手話でのコミュニケ一ションの

配慮を求めるときに提示したり、役所、公共及び民間

施設・交通機関の窓口、店舗など、手話による対応が

できるところが掲示できます。また、イべント時のネ―

ムプレ一トや災害時に支援者が身に着けるビブスなど

に掲示することもできます。 

耳が聞こえない人等がこのマ一クを提示した場合は 

「手話で対応をお願いします」の意味、窓口等が掲示

している場合は「手話で対応します」等の意味になり

ます。 

―般財団法人 

全日本ろうあ連盟 

TEL : 03-3268-8847 
FAX : 03-3267-3445 
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耳が聞こえない人、音声言語障害者、知的障害者や外

国人などが筆談でのコミュニケ一ションの配慮を求める

ときに提示したり、役所、公共及び民間施設・交通機関

の窓口、店舗など、筆談による対応ができるところが掲

示できます。また、イべント時のネ一ムプレ一トや災害

時に支援者が身に着けるビブスなどに掲示することもで

きます。 
耳が聞こえない人等がこのマ一クを提示した場合は 

「筆談で対応をお願いします」の意味、窓口等が掲示し

ている場合は「筆談で対応します」等の意味になります。 

―般財‘」法人 

全日本ろうあ連盟 

TEL : 03-3268-8847 
FAX : 03-3267-3445 
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名 	称 概 要 等 連 絡 先 

ハ―ト・プラスマ―ク 「身体内部に障害がある人」を表しています。 

身体内部（心臓、呼吸機能、じん臓、勝脱・直腸、小腸、 

肝臓、免疫機能）に障害がある方は外見からは分かりに

くいため、様々な誤解を受けることがあります。 

内部障害の方の中には、電車などの優先席に座りたい、 

障害者用駐車スペ一スに停めたい、といったことを希望

していることがあります。 

このマ一クを着用されている方を見かけた場合には、 

内部障害への配慮にっいて御理解、御協力をお願いします。 

特定非営利活動法人

ハ―ト・プラスの会 

TEL : 080-4824-9928 S 
0 
S
O
S
'
7

,
>
4
J
I

1
.

s
o
si
L
i
A
H
 

 

山
×
？

n
 
 
《
 
，
 
田
け
 

レ
．
一
 

ー
 
覚
叱
 

ナ
マ
 
、
ノ
 
漸
マ
 

 

ー
ク
 
障

り
 

帥
賠
 
く
 

 
.
r
I
 

 

ー

並
日
 
休

皇
口
 

白杖を頭上50cm程度に掲げてSOSのシグナルを示し

ている視覚に障害のある人を見かけたら、進んで声をか

けて支援しようという「白杖SOSシグナル」運動の普及

啓発シンボルマ一クです。 

白杖によるSOSのシグナルを見かけたら、進んで声を

かけ、困っていることなどを聞き、サポ一トをお願いし

ます。 
※駅のホ一ムや路上などで視覚に障害のある人が危険に

遭遇しそうな場合は、白杖によりSOSのシグナルを示

していなくても、声をかけてサポ一トをお願いします。 

岐阜市福祉部 

福祉事務所障がい福祉課 

TEL :058-214-2138 
FAX : 058-265-7613 

へルプマ―ク 義足や人エ関節を使用している方、内部障害や難病の

方、または妊娠初期の方など、外見から分からなくても

援助や配慮を必要としている方々が、周囲の方に配慮を

必要としていることを知らせることができるマ一クです 

(JIS規格）。 

へルプマ一クを身に着けた方を見かけた場合は、電車・

バス内で席をゆずる、困っているようであれば声をかけ

る等、思いやりのある行動をお願いします。 

東京都福祉保健局 

障害者施策推進部 

計画課社会参加推進担当 

TEL : 03-5320-41 47 + 
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耳が聞こえない人が手話でのコミュニケ一ションの

配慮を求めるときに提示したり、役所、公共及び民間

施設・交通機関の窓口、店舗など、手話による対応が

できるところが掲示できます。また、イべント時のネ―

ムプレ一トや災害時に支援者が身に着けるビブスなど

に掲示することもできます。 

耳が聞こえない人等がこのマ一クを提示した場合は 

「手話で対応をお願いします」の意味、窓口等が掲示

している場合は「手話で対応します」等の意味になり

ます。 

―般財団法人 

全日本ろうあ連盟 

TEL : 03-3268-8847 
FAX : 03-3267-3445 
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耳が聞こえない人、音声言語障害者、知的障害者や外

国人などが筆談でのコミュニケ一ションの配慮を求める

ときに提示したり、役所、公共及び民間施設・交通機関

の窓口、店舗など、筆談による対応ができるところが掲

示できます。また、イべント時のネ一ムプレ一トや災害

時に支援者が身に着けるビブスなどに掲示することもで

きます。 
耳が聞こえない人等がこのマ一クを提示した場合は 

「筆談で対応をお願いします」の意味、窓口等が掲示し

ている場合は「筆談で対応します」等の意味になります。 

―般財‘」法人 

全日本ろうあ連盟 

TEL : 03-3268-8847 
FAX : 03-3267-3445 
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事 務 連 絡

令和3年3月 3日 

各都道府県衛生主管部（局）御中

各都道府県障害保健福祉主管部（局）御中 

厚 生 労 働 省 健 康 局 健 康 課 予 防 接 種 室

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課自立支援振興室

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課 

新型コロナウイルス感染症に係る予防接種に関する合理的配慮の提供について 

新型コロナウイルス感染症に係る予防接種（以下「新型コロナワクチン」という。） 

については、「「新型コロナウイルス感染症に係る予防接種の実施に関する手引き」の

改訂について」（令和3年2月 16 日健発 0216 第1号厚生労働省健康局長通知）にお

いて、接種体制の構築に向けた準備の参考となるよう、「新型コロナウイルス感染症

に係る予防接種実施に関する手引き（第 2. 0 版）」が示されたところですが、障害者

に対し、新型コロナワクチンの円滑な接種が実施されるためには、障害特性に応じた

合理的配慮の提供が必要と考えられます。 

つきましては、下記のとおり、障害特性に応じた合理的配慮の提供に関する一例を

お示ししますので、各々の障害特性を踏まえ適切な配慮が提供されるよう、衛生部局

や障害保健福祉部局等において、引き続き連携を図っていただきますよう御協力をお

願いするとともに、本事務連絡の内容を管内市区町村に周知いただくようお願いいた

します。 

なお、障害特性を踏まえた適切な配慮の提供に当たっては、視聴覚障害者情報提供

施設等の地域の関係機関と連携を図っていただくよう、重ねてお願いいたします。 

記 

1 障害者に係る相談体制の確保や情報周知について 

新型コロナワクチンに関する相談体制については、「新型コロナウイルス感染症

に係る予防接種に関する相談体制の構築について」（令和3年2月 17 日付け事務連

絡）において、自治体における相談体制の構築をお願いしているところですが、聴

覚障害者等については電話により相談することが困難な場合もあることから、コー 

事 務 連 絡

令和3年3月 3日 

各都道府県衛生主管部（局）御中

各都道府県障害保健福祉主管部（局）御中 

厚 生 労 働 省 健 康 局 健 康 課 予 防 接 種 室

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課自立支援振興室

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課 

新型コロナウイルス感染症に係る予防接種に関する合理的配慮の提供について 

新型コロナウイルス感染症に係る予防接種（以下「新型コロナワクチン」という。） 

については、「「新型コロナウイルス感染症に係る予防接種の実施に関する手引き」の

改訂について」（令和3年2月 16 日健発 0216 第1号厚生労働省健康局長通知）にお

いて、接種体制の構築に向けた準備の参考となるよう、「新型コロナウイルス感染症

に係る予防接種実施に関する手引き（第 2. 0 版）」が示されたところですが、障害者

に対し、新型コロナワクチンの円滑な接種が実施されるためには、障害特性に応じた

合理的配慮の提供が必要と考えられます。 

つきましては、下記のとおり、障害特性に応じた合理的配慮の提供に関する一例を

お示ししますので、各々の障害特性を踏まえ適切な配慮が提供されるよう、衛生部局

や障害保健福祉部局等において、引き続き連携を図っていただきますよう御協力をお

願いするとともに、本事務連絡の内容を管内市区町村に周知いただくようお願いいた

します。 

なお、障害特性を踏まえた適切な配慮の提供に当たっては、視聴覚障害者情報提供

施設等の地域の関係機関と連携を図っていただくよう、重ねてお願いいたします。 

記 

1 障害者に係る相談体制の確保や情報周知について 

新型コロナワクチンに関する相談体制については、「新型コロナウイルス感染症

に係る予防接種に関する相談体制の構築について」（令和3年2月 17 日付け事務連

絡）において、自治体における相談体制の構築をお願いしているところですが、聴

覚障害者等については電話により相談することが困難な場合もあることから、コー 
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ルセンター等の相談窓口では、電話以外にも、FAX やメール等による相談対応につ

いても可能としていただくようお願いします。また、知的障害者や発達障害者等に

対しては、専門的な用語や抽象的な言葉を用いず、平易な言葉で繰り返し説明する、 

分かりやすい絵カードや写真等を用いるなどの配慮をお願いします。 

また、新型コロナワクチンに関する情報周知に関して、視覚障害者については、 

十分に情報を入手することが困難な場合もあることから、視覚障害者が郵送物の選

別をするために、内容（「新型コロナウイルスの予防接種のご案内」等）及び発信元 

（自治体名等）を点字や拡大文字での表記を検討するようお願いします。これ以外

にも、自治体のホームページ等において、視覚障害者向けテキストデータや、聴覚

障害者向け字幕映像の提供等についても検討をお願いします。 

2 接種時等における合理的配慮等について 

新型コロナワクチンの接種を実施する医療機関や市区町村が設ける会場等にお 

いては、介助者や家族に対して丁寧な説明を行うとともに、可能な限り、 

聴覚障害者等向けにコミュニケーションボード等による案内 

視覚障害者等向けに放送や音声による案内 

知的障害者や発達障害者等に対する分かりやすい言葉や、絵カード・写真等を 

用いた丁寧な説明 

等の障害特性を考慮した対応をお願いします。 

加えて、障害者が新型コロナワクチンの接種を受けるに当たっては、接種会場に 

おいて、公的な福祉サービスによる支援（居宅介護、重度訪問介護、同行援護、行 

動援護、移動支援、遠隔手話サービスを含めた意思疎通支援事業等）が円滑・柔軟 

に受けられるよう配慮をお願いします。 

＜参考＞ 

「医療機関における障害者への合理的配慮 事例集」 

（平成 29年度障害者総合福祉推進事業） 

https://www. mhlw. go. jp/content/12200000/000331883. pdf  

ルセンター等の相談窓口では、電話以外にも、FAX やメール等による相談対応につ

いても可能としていただくようお願いします。また、知的障害者や発達障害者等に
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十分に情報を入手することが困難な場合もあることから、視覚障害者が郵送物の選

別をするために、内容（「新型コロナウイルスの予防接種のご案内」等）及び発信元 

（自治体名等）を点字や拡大文字での表記を検討するようお願いします。これ以外

にも、自治体のホームページ等において、視覚障害者向けテキストデータや、聴覚

障害者向け字幕映像の提供等についても検討をお願いします。 

2 接種時等における合理的配慮等について 

新型コロナワクチンの接種を実施する医療機関や市区町村が設ける会場等にお 

いては、介助者や家族に対して丁寧な説明を行うとともに、可能な限り、 

聴覚障害者等向けにコミュニケーションボード等による案内 

視覚障害者等向けに放送や音声による案内 

知的障害者や発達障害者等に対する分かりやすい言葉や、絵カード・写真等を 

用いた丁寧な説明 

等の障害特性を考慮した対応をお願いします。 

加えて、障害者が新型コロナワクチンの接種を受けるに当たっては、接種会場に 

おいて、公的な福祉サービスによる支援（居宅介護、重度訪問介護、同行援護、行 

動援護、移動支援、遠隔手話サービスを含めた意思疎通支援事業等）が円滑・柔軟 

に受けられるよう配慮をお願いします。 

＜参考＞ 

「医療機関における障害者への合理的配慮 事例集」 

（平成 29年度障害者総合福祉推進事業） 

https://www. mhlw. go. jp/content/12200000/000331883. pdf  
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事 務 連 絡

令和 3 年 4 月 13 日 

各都道府県及び市区町村 衛生主管部（局） 御中 

各都道府県及び市区町村 障害保健福祉主管部（局） 御中 

厚生労働省健康局健康課 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課自立支援振興室

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課 

新型コロナウイルスワクチンに係る予防接種に関する障害者への接種について 

障害者に対する新型コロナウイルス感染症に係る予防接種（以下「新型コロ

ナウイルスワクチン」という。）については、「新型コロナウイルス感染症に係

る予防接種に関する合理的配慮の提供について」（令和 3年 3月 3 日事務連

絡）において、障害特性を踏まえた適切な配慮が提供されるよう、必要な事項

をお示ししているところです。 

今般、障害者に対する新型コロナウイルスワクチン接種が迅速かつ円滑に行

うことができるよう、留意すべき事項を下記の通りお示ししますので、都道府

県及び市町村（以下「市区町村等」という。）におかれては、それぞれの衛生

部局や障害保健福祉部局において、この留意すべき事項を踏まえ、引き続き連

携を図るとともに、医療関係団体や障害者関係団体等ともご協力いただきます

よう、お願いいたします。 

併せて、市区町村等におかれては、本事務連絡の内容を管内の関係団体に周

知いただくようお願いいたします。 

記 

障害者が新型コロナウイルスワクチンの接種を受けるに当たっては、障害特

性への配慮が必要であるほか、公的な福祉サービスによる支援が必要な場合な

どもあることから、必要な段取り等に要する期間も考慮の上、接種の意向や接

種する場合の段取り等について、かかりつけ医等と相談しておくことが必要で 

事 務 連 絡

令和 3 年 4 月 13 日 

各都道府県及び市区町村 衛生主管部（局） 御中 

各都道府県及び市区町村 障害保健福祉主管部（局） 御中 

厚生労働省健康局健康課 
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厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課 

新型コロナウイルスワクチンに係る予防接種に関する障害者への接種について 

障害者に対する新型コロナウイルス感染症に係る予防接種（以下「新型コロ

ナウイルスワクチン」という。）については、「新型コロナウイルス感染症に係

る予防接種に関する合理的配慮の提供について」（令和 3年 3月 3 日事務連

絡）において、障害特性を踏まえた適切な配慮が提供されるよう、必要な事項

をお示ししているところです。 

今般、障害者に対する新型コロナウイルスワクチン接種が迅速かつ円滑に行

うことができるよう、留意すべき事項を下記の通りお示ししますので、都道府

県及び市町村（以下「市区町村等」という。）におかれては、それぞれの衛生

部局や障害保健福祉部局において、この留意すべき事項を踏まえ、引き続き連

携を図るとともに、医療関係団体や障害者関係団体等ともご協力いただきます

よう、お願いいたします。 

併せて、市区町村等におかれては、本事務連絡の内容を管内の関係団体に周

知いただくようお願いいたします。 

記 

障害者が新型コロナウイルスワクチンの接種を受けるに当たっては、障害特

性への配慮が必要であるほか、公的な福祉サービスによる支援が必要な場合な

どもあることから、必要な段取り等に要する期間も考慮の上、接種の意向や接

種する場合の段取り等について、かかりつけ医等と相談しておくことが必要で 
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ある。 

このため、市区町村等においては、接種対象者が接種可能となった段階で速

やかに接種を受けられるようにするため、接種を行う場合の準備をあらかじめ

進められるよう、障害者とかかりつけ医等が早めに相談することについて、関

係団体等の協力も得ながら、周知を行うこと。 

また、障害者に新型コロナウイルスワクチンを接種できるかかりつけ医等が

ない場合については、必要に応じ、市区町村等において医師会等の関係団体と

連携のもと、実施可能な医療機関や市区町村が設ける会場等を紹介するなどの

対応を行うこと。 

高齢者である障害者、基礎疾患を有する障害者や基礎疾患を有しない障害者

いずれの場合にあっても、それぞれの接種可能段階において円滑かつ迅速に接

種が可能となるよう、市区町村等においてはきめ細かな相談や接種時等の障害

特性に考慮した対応など合理的な配慮を行うこと。 

なお、市区町村等における障害者からの相談に当たっては、別添「新型コロ

ナウイルス感染症に係る予防接種に関する合理的配慮の提供について」等も参

考としつつ、障害者が必要な情報を得ることができるよう、適切な対応を行う

こと。 

以上 

ある。 

このため、市区町村等においては、接種対象者が接種可能となった段階で速

やかに接種を受けられるようにするため、接種を行う場合の準備をあらかじめ

進められるよう、障害者とかかりつけ医等が早めに相談することについて、関

係団体等の協力も得ながら、周知を行うこと。 

また、障害者に新型コロナウイルスワクチンを接種できるかかりつけ医等が

ない場合については、必要に応じ、市区町村等において医師会等の関係団体と

連携のもと、実施可能な医療機関や市区町村が設ける会場等を紹介するなどの

対応を行うこと。 

高齢者である障害者、基礎疾患を有する障害者や基礎疾患を有しない障害者

いずれの場合にあっても、それぞれの接種可能段階において円滑かつ迅速に接

種が可能となるよう、市区町村等においてはきめ細かな相談や接種時等の障害

特性に考慮した対応など合理的な配慮を行うこと。 

なお、市区町村等における障害者からの相談に当たっては、別添「新型コロ

ナウイルス感染症に係る予防接種に関する合理的配慮の提供について」等も参

考としつつ、障害者が必要な情報を得ることができるよう、適切な対応を行う

こと。 

以上 
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事 務 連 絡

令和 3 年 6 月 1 6 日 

r 都道府県、 

各 保健所設置市

特 別 区 
、ー 	 ノ 

r都道府県

各 指定都市 

中核市 

衛生主管部（局） 御中 

障害保健福祉主管部（局） 御中 

ノ 

厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課 

障害者に係る新型コロナウイルス感染症に対応した宿泊療養の運営について 

新型コロナウイルス感染症については、地域の感染状況等に応じて、医師が

入院の必要が無いと判断した無症状病原体保有者や軽症者については、宿泊療

養施設において丁寧な健康観察を行うことができる場合には、都道府県等にお

いて、そのような取扱いとして差し支えない運用としています。 

各都道府県等においては、新型コロナウイルス感染症への感染が疑われる障

害者の方々に対して、宿泊療養（又は自宅療養）を実施する際には、障害特性

に応じた合理的配慮の提供が必要となりますので、下記 1のとおり、各々の障

害特性を踏まえ適切な配慮が提供されるよう、衛生部局や障害保健福祉部局等

において、連携を図っていただきますようお願いいたします。 

聴覚障害者については、手話通訳者の同行等が困難な状況がある中で、定期

的又は緊急時の電話等による健康状態の確認等が難しい面がありますが、下記 

2 のとおり、宿泊療養における障害特性に応じた合理的配慮の提供例等をお示

しするので、遠隔手話通訳や電話リレーサービスの活用、筆談などを組み合わ

せて活用するなど、地域の実情に応じ工夫した対応が行われるようお願いいた

します。その際、タブレット（音声認識・筆談アプリ、遠隔会議アプリ等をダ

ウンロード・利用する費用を含む）や機器については、新型コロナウイルス感

染症緊急包括支援交付金（医療分）等を活用し、宿泊療養等の適切な運営をお願

いいたします。 
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衛生主管部（局） 御中 

障害保健福祉主管部（局） 御中 

ノ 

厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課 

障害者に係る新型コロナウイルス感染症に対応した宿泊療養の運営について 

新型コロナウイルス感染症については、地域の感染状況等に応じて、医師が

入院の必要が無いと判断した無症状病原体保有者や軽症者については、宿泊療

養施設において丁寧な健康観察を行うことができる場合には、都道府県等にお

いて、そのような取扱いとして差し支えない運用としています。 

各都道府県等においては、新型コロナウイルス感染症への感染が疑われる障

害者の方々に対して、宿泊療養（又は自宅療養）を実施する際には、障害特性

に応じた合理的配慮の提供が必要となりますので、下記 1のとおり、各々の障

害特性を踏まえ適切な配慮が提供されるよう、衛生部局や障害保健福祉部局等

において、連携を図っていただきますようお願いいたします。 

聴覚障害者については、手話通訳者の同行等が困難な状況がある中で、定期

的又は緊急時の電話等による健康状態の確認等が難しい面がありますが、下記 

2 のとおり、宿泊療養における障害特性に応じた合理的配慮の提供例等をお示

しするので、遠隔手話通訳や電話リレーサービスの活用、筆談などを組み合わ

せて活用するなど、地域の実情に応じ工夫した対応が行われるようお願いいた

します。その際、タブレット（音声認識・筆談アプリ、遠隔会議アプリ等をダ

ウンロード・利用する費用を含む）や機器については、新型コロナウイルス感

染症緊急包括支援交付金（医療分）等を活用し、宿泊療養等の適切な運営をお願

いいたします。 
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記 

1．地域における宿泊療養等における障害特性に応じた合理的配慮の提供に係る対

応の検討について 

地域の特性、利用者、宿泊療養施設によって、活用できるサービスや機器は異な

る点があることを踏まえ、まずは衛生部局や障害保健福祉部局等において、引き続

き連携を図っていただくとともに、視聴覚障害者情報提供施設等の地域の関係機関

と相談しながら、どのような対応が考えられるか検討していただくよう、お願いい

たします。 

その際、障害者が宿泊療養をするに当たっては安心して療養できる環境があるこ 

とが前提となります。このため、健康状態の確認等においては、可能な限り、 

聴覚障害者等向けに宿泊施設に備えているタブレット等を用いた確認 

視覚障害者等向けに放送や音声による確認 

知的障害者や発達障害者等に対する分かりやすい言葉や、絵カード・写真等を 

用いた丁寧な確認 

等の障害特性を考慮した対応をお願いいたします。 

＜参考＞ 

「医療機関における障害者への合理的配慮 事例集」（平成 29年度障害者総合福祉

推進事業） 

https://www. mhlw. go. jp/content/12200000/000331883. pdf  

なお、新型コロナウイルス感染症の陽性者については入院を原則としている

地域もありますが、昨冬や今春の感染拡大時において、多くの地域で宿泊療養

のみならず自宅療養となる方が多数生じていることを踏まえ、障害のある方で

無症状・軽症であるような場合には、合理的配慮を行った上で宿泊療養を行う

ことが可能となるよう、予め準備・検討いただくよう、お願いいたします。 

2．宿泊療養における障害特性に応じた合理的配慮の提供例について 

宿泊療養施設での配慮・対応を検討するに当たっては、地域や宿泊療養施設によ

って、活用できる外部サービスや機器が異なるため、様々なサービス等を組み合わ

せて活用していくことが求められます。 

〇 遠隔手話サービスについては、実施事業者等への事前予約を行ったうえで利

用可能なサービスであり、聴覚障害者にとって馴染みのある手話通訳者が対応

できる面があり、手話通訳者の感染リスクも減らせることができること。 

記 

1．地域における宿泊療養等における障害特性に応じた合理的配慮の提供に係る対

応の検討について 

地域の特性、利用者、宿泊療養施設によって、活用できるサービスや機器は異な

る点があることを踏まえ、まずは衛生部局や障害保健福祉部局等において、引き続

き連携を図っていただくとともに、視聴覚障害者情報提供施設等の地域の関係機関

と相談しながら、どのような対応が考えられるか検討していただくよう、お願いい

たします。 

その際、障害者が宿泊療養をするに当たっては安心して療養できる環境があるこ 

とが前提となります。このため、健康状態の確認等においては、可能な限り、 

聴覚障害者等向けに宿泊施設に備えているタブレット等を用いた確認 

視覚障害者等向けに放送や音声による確認 

知的障害者や発達障害者等に対する分かりやすい言葉や、絵カード・写真等を 

用いた丁寧な確認 

等の障害特性を考慮した対応をお願いいたします。 

＜参考＞ 

「医療機関における障害者への合理的配慮 事例集」（平成 29年度障害者総合福祉

推進事業） 

https://www. mhlw. go. jp/content/12200000/000331883. pdf  

なお、新型コロナウイルス感染症の陽性者については入院を原則としている

地域もありますが、昨冬や今春の感染拡大時において、多くの地域で宿泊療養

のみならず自宅療養となる方が多数生じていることを踏まえ、障害のある方で

無症状・軽症であるような場合には、合理的配慮を行った上で宿泊療養を行う

ことが可能となるよう、予め準備・検討いただくよう、お願いいたします。 

2．宿泊療養における障害特性に応じた合理的配慮の提供例について 

宿泊療養施設での配慮・対応を検討するに当たっては、地域や宿泊療養施設によ

って、活用できる外部サービスや機器が異なるため、様々なサービス等を組み合わ

せて活用していくことが求められます。 

〇 遠隔手話サービスについては、実施事業者等への事前予約を行ったうえで利

用可能なサービスであり、聴覚障害者にとって馴染みのある手話通訳者が対応

できる面があり、手話通訳者の感染リスクも減らせることができること。 
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〇 電話リレーサービスについては、「聴覚障害者等による電話の利用の円滑化に

関する法律」に基づき、ご本人が事前に利用登録を行ったうえで、本年7月か

ら全国的に利用可能なサービスであり、24時間・365 日、緊急時の利用も（宿

泊施設側から本人への連絡も）可能となること。 

〇 音声認識・筆談アプリを予め本人がダウンロードしている場合もあるが、本

人用（貸し出し）・宿泊施設用のタブレットにダウンロードし、文字による健康

確認を行うことも考えられること。 

また、緊急時に、携帯電話やタブレットへの連絡にご本人が気付かない場合に備

え、例えば振動・発光機能のある呼び出しベルを分かりやすい場所に配備したり、 

看護職員のいるフロアに入室していただいた上で警報ブザーにより本人からの緊急

時のアラートを発信できるようにするなど、比較的身近な器具により一定の対応が

できる場合もあります。また、一定の発話ができる方には、緊急時のアラートの伝

え方を予め確認しておくことも考えられます。 

このような様々なサービス等を組み合わせる中で、どのような対応が考えられる

か、関係部局との連携、地域の関係機関との相談を行いながら、ご検討いただくこ

とが重要になります。 

〇 電話リレーサービスについては、「聴覚障害者等による電話の利用の円滑化に

関する法律」に基づき、ご本人が事前に利用登録を行ったうえで、本年7月か

ら全国的に利用可能なサービスであり、24時間・365 日、緊急時の利用も（宿

泊施設側から本人への連絡も）可能となること。 

〇 音声認識・筆談アプリを予め本人がダウンロードしている場合もあるが、本

人用（貸し出し）・宿泊施設用のタブレットにダウンロードし、文字による健康

確認を行うことも考えられること。 

また、緊急時に、携帯電話やタブレットへの連絡にご本人が気付かない場合に備

え、例えば振動・発光機能のある呼び出しベルを分かりやすい場所に配備したり、 

看護職員のいるフロアに入室していただいた上で警報ブザーにより本人からの緊急

時のアラートを発信できるようにするなど、比較的身近な器具により一定の対応が

できる場合もあります。また、一定の発話ができる方には、緊急時のアラートの伝

え方を予め確認しておくことも考えられます。 

このような様々なサービス等を組み合わせる中で、どのような対応が考えられる

か、関係部局との連携、地域の関係機関との相談を行いながら、ご検討いただくこ

とが重要になります。 
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事 務 連 絡

令和 3年 10 月 19 日 

各 H 

都道府県、 

市町村 ト 衛生主管部 （局） 御中 

特別区 	障害保健福祉主管部（局）御中 

 

  

厚 生 労 働 省 健 康 局 予 防 接 種 室

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課自立支援振興室

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課 

新型コロナウイルス感染症に係る予防接種に関する合理的配慮の提供の事例について 

（情報提供） 

新型コロナウイルス感染症への対応に日頃から格別の御理解と御協力を賜り厚く御礼申

し上げます。 

障害者に対する新型コロナウイルス感染症に係る予防接種については、 「新型コロナウ

イルス感染症に係る予防接種に関する合理的配慮の提供について」 （令和 3年3月 3 日付

け厚生労働省健康局健康課予防接種室、社会・援護局障害保健福祉部企画課自立支援振興

室、社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課事務連絡。以下「令和 3年3月事務連絡」と

いう。）において、障害特性に応じた合理的配慮の提供に関する一例をお示しするととも

に、各々の障害特性を踏まえ適切な配慮が提供されるよう、衛生部局や障害保健福祉部局

等において、連携を図っていただきますよう御協力をお願いしたところです。 

今般、令和 3年 3月事務連絡の発出以降、実際に各自治体において実施された取組事例

をお示ししますので、各地方公共団体の衛生部局や障害保健福祉部局におかれては、令和 

3年3月事務連絡でお示しした例に加え、別添の取組も参考に、必要に応じて地域の関係

団体とも連携しつつ、様々な障害特性に応じた合理的配慮の提供について、ご検討いただ

くようお願いいたします。 
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新型コロナウイルス感染症に係る予防接種に関する合理的配慮の提供の事例について 

（情報提供） 

新型コロナウイルス感染症への対応に日頃から格別の御理解と御協力を賜り厚く御礼申

し上げます。 

障害者に対する新型コロナウイルス感染症に係る予防接種については、 「新型コロナウ

イルス感染症に係る予防接種に関する合理的配慮の提供について」 （令和 3年3月 3 日付

け厚生労働省健康局健康課予防接種室、社会・援護局障害保健福祉部企画課自立支援振興

室、社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課事務連絡。以下「令和 3年3月事務連絡」と

いう。）において、障害特性に応じた合理的配慮の提供に関する一例をお示しするととも

に、各々の障害特性を踏まえ適切な配慮が提供されるよう、衛生部局や障害保健福祉部局

等において、連携を図っていただきますよう御協力をお願いしたところです。 

今般、令和 3年 3月事務連絡の発出以降、実際に各自治体において実施された取組事例

をお示ししますので、各地方公共団体の衛生部局や障害保健福祉部局におかれては、令和 

3年3月事務連絡でお示しした例に加え、別添の取組も参考に、必要に応じて地域の関係

団体とも連携しつつ、様々な障害特性に応じた合理的配慮の提供について、ご検討いただ

くようお願いいたします。 
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別添 

障害特性に応じた合理的配慮の提供に関する取組事例 

1． 送付書類に関する工夫 

秋田県 

単身の視覚障害者又は同居人による郵送物の選別が困難な世帯に

送付する封筒に「ワクチン接種券在中」と打たれた点字シールを貼

付。 

点字シールは県立点字図書館が作成。 （無料） 

送付を希望する市町村は県障害福祉課を通して点字図書館に依頼。 

点字シールは点字図書館から市町村へ直接送付。 （無料） 

福岡県

福岡市 

視覚障害者から新型コロナワクチン接種コールセンター等を通じ

て相談があれば、接種券の封筒及び接種券に点字シールを貼り付け

た上で送付。 

山口県 

宇部市 

接種券発送の際、広報等、市の送付文書にっいて、障害福祉課に点

字・音声翻訳・拡大文字・音声コードの届出をしている方を対象に、 

点字・音声翻訳・拡大文字（音声コード付き）の説明書を同封。 

接種会場において、手話等のコミュニケーション支援を行う支援ス

タッフを配置。 

2． 接種予約の支援 

愛知県 

名古屋市 

視聴覚障害者の方が円滑に接種の予約が行えるよう、専用の予約

支援センターを設置。 

令和 3年 7月の1か月間、集団接種の予約及び予約のキャンセル

の代行、個別接種を実施している医療機関の案内を実施。 

東京都

中野区 

ワクチン接種を希望する視覚障害者の接種漏れを防ぐため、70 歳

以上の視覚障害者を対象に、接種券を送付したことの電話連絡を

実施。さらに、必要な方には予約の支援を実施。 
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別添 

3． 接種会場における支援 

兵庫県

明石市 

障害などにより不安感が強く、かかりっけ医や集団接種会場での

接種が困難な人、また、その同居家族などの付添者を対象に、市

立市民病院に専用接種会場を設置し、ワクチン接種を実施。必要

に応じて、手話通訳や要約筆記ができる担当者を配置。 

専用接種会場として、一般の外来患者がいない土日の診療時間外

に接種を実施。 

神奈川県

相模原市 

市立の障害者支援センターに、知的・精神障害者専用の臨時特設

会場を設置。 

知的・精神障害者への対応経験が豊富な医師、看護師や事務スタ

ッフを配置し、1日当たりの接種人数に余裕を持たせることで、 

落ち着いて接種を受けることができる環境を構築。 

障害福祉サービス事業所の利用者に対しては、接種前後の誘導や

見守り等の支援を事業所職員と連携して実施。 

4． 都道府県による市町村の取組促進 

秋田県 

県障害福祉課から各市町村に対し、以下を実施。 

障害特性に応じた合理的配慮の提供のほか、事業所及び郡市医師

会との連携、相談体制の整備、情報周知による早期かつ円滑な接

種の実施について随時通知。 

市町村の合理的配慮の取組事例を取りまとめ集計結果を横展開。 

障害児者のワクチン接種状況（優先接種対象者の把握方法、ワク

チン接種完了時期等）を取りまとめ、集計結果を横展開。 
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回答 都道府県 

令和 2年度 1 
令和 3年度以降 10 
具体的な開催時期は未定である 5 

‘
上
【
乙
 
マ
J
 

指定都市 中核市 

1 	1 
0 	3 
5 	4 

飼

3

1
31
4
 

に
J
 

4
,
 

‘
上
《Z
つ
J
 

（資料2一3) 

「視 覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する計画の策定状況 
~ 

調査対象】都道府県、指定都市、中核市（計127、回答率100%） 調査時点】令和3年2月1日現在 

1. (1）読書バリアフリー法に定められた計画の策定状況（努力義務） 

回答 
	

都道府県 指定都市 中核市 合計 

に
J
 

6

3
2

1
0
 

‘
上
0

‘
上
にJ
 

3
0
2

1
2
 

6

1
03
5

2
7
 

計

6
0
1
 

合

1

3
8
 

1. 既に策定している 

2. 現在策定作業中である 

3. 策定に向けて検討中である 

4. 策定する予定はない（未定も含む） 

0 	 0 	 0 	 0 
, 北海道、埼玉県、愛知県、大阪府、 	‘ 	一 一“、士 ＝山大士 ．ハ 7 .11.11→i 需 J _ans 旨H14-にニ！Anリ、 	1 	2 高松市、長崎市 	10 鳥取県、徳島県、佐賀県 

19 	 7 	 15 	41 
21 	 12 	43 	76 

(2）読書バリアフリー法に定められた計画の策定時期【 (1）で2.または3.と回答した場合】 

回答 	 都道府県 指定都市 中核市 合計 

1. 令和 2年度 	 5 	1 	0 
2. 令和 3年度 	 6 	1 	3 
3. 令和4年度 	 3 	0 	0 
4. 令和 5年度以降 	 2 	1 	2 
5. 具体的な時期は未定である 	 10 	5 	1ニ 

2. (1）連絡会等の開催状況 

回答 都道府県 指定都市 中核市 

既に開催している 13 3 0 
開催に向けて準備・検討中である 16 6 8 
開催する予定はない（未定も含む） 18 11 52 

(2）連絡会等の開催時期【 (1）で2.と回答した場合】 

3. (1）外部の関係者を含めた会議の開催状況 

回答 	 都道府県 指定都市 中核市 

1. 既に開催している 	 5 	2 	0 
2. 開催に向けて準備・検討中である 	15 	5 	8 
3 開催する予定はない（未定も含む） 	27 	13 	5ニ 

(2）外部の関係者を含めた会議の開催時期【 (1）で2.と回答した場合】 

回答 	 都道府県 指定都市 中核市 合計 

1 令和 2年度 	 1 	0 	0 	1 
2 令和 3年度 	 6 	1 	5 	1】 

3. 令和4年度 	 2 	0 	0 	2 
4. 令和 5年度以降 	 1 	0 	1 	2 
5 具体的な時期は未定である 	 5 	4 	2 	1: 

・

上

《
乙
 
マ
J
 

に
J
一
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5
2
 

甜

7
2
89
2
 

（
。
《ノ
ー‘
上
 
に
J
 

1
0
0
4
,
 

に
J
O

‘
上
【
乙
 

‘
上
．‘
.
'
‘
上
 

2

2
2

且
 

※ 各地方公共団体からの調査回答をもとに、文部科学省総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課
障害者学習支援推進室、厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課自立支援振興室において作成。 

回答 都道府県 

令和 2年度 1 
令和 3年度以降 10 
具体的な開催時期は未定である 5 

‘
上
【
乙
 
マ
J
 

指定都市 中核市 

1 	1 
0 	3 
5 	4 
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1
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上
《Z
つ
J
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回答 	 都道府県 指定都市 中核市 合計 

1 令和 2年度 	 1 	0 	0 	1 
2 令和 3年度 	 6 	1 	5 	1】 

3. 令和4年度 	 2 	0 	0 	2 
4. 令和 5年度以降 	 1 	0 	1 	2 
5 具体的な時期は未定である 	 5 	4 	2 	1: 
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※ 各地方公共団体からの調査回答をもとに、文部科学省総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課
障害者学習支援推進室、厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課自立支援振興室において作成。 
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（資料2一6) 

事 務 連 絡

令和 3 年 9 月 6 日 

各鷲欝障害福祉主管課御中 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部 

企画課自立支援振興室 

電話リレーサービスに関する周知広報及び聴覚障害者等

職員向け電話リレーサービス法人利用登録について 

障害保健福祉行政の推進につきましては、平素から格段の御配慮を賜り厚く御礼申

し上げます。 

公共インフラとしての電話リレーサービスが令和 3年 7月1日から開始されたと

ころです。電話リレーサービスに関する周知広報等については、これまで、「電話リレ 

ーサービスに関する周知広報等について」（別紙1）によりお示ししたところですが、 

今般、この内容について改めて周知させていただきます。 

電話リレーサービスの利用が社会的に普及し、多くの聴覚障害者等にご利用いただ

くためには、制度、登録方法、利用方法等を周知広報いただくことが特に重要ですの

で、別紙1の内容につき参照いただき、積極的な周知広報のご対応をお願いいたしま

す。 

さらに、各自治体に勤務される聴覚障害等を有する職員については、自治体が法人

として電話リレーサービスの利用登録を行うことにより、業務連絡などの場面でも電

話リレーサービスの活用が可能となります。具体的な方法については、電話リレーサ 

ービス提供機関である一般財団法人日本財団電話リレーサービスからのご案内（別紙 

2）を参照ください。 

電話リレーサービスは、聴覚障害者等の自立した日常生活、社会生活の確保に寄与

し、さらに、緊急通報を利用できる重要な役割を担っているため、電話リレーサービ

スの制度等が必要としている聴覚障害者等に行き届くよう、ご配慮をお願いいたしま 

す。 
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電話リレーサービスは、聴覚障害者等の自立した日常生活、社会生活の確保に寄与

し、さらに、緊急通報を利用できる重要な役割を担っているため、電話リレーサービ

スの制度等が必要としている聴覚障害者等に行き届くよう、ご配慮をお願いいたしま 

す。 
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別紙1 

総 基事第 95 号

障企自発 0402 第 1号

令和 3 年 4 月 2 日 

都道府県 

各 指定都市 障害福祉主管課 御中 

中核市 

総務省総合通信基盤局電気通信事業部

事業政策課長

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部

企画課自立支援振興室長 

電話リレーサービスに関する周知広報等について 

平素より情報通信行政にご理解とご協力を賜り、深く感謝申し上げます。 

聴覚や発話に障害のある方が手話通訳オペレータ等を介して電話をかけることにより通

話の相手方との意思疎通を可能とする電話リレーサービスの提供に関して、聴覚障害者等に

よる電話の利用の円滑化に関する法律（令和 2年法律第 53 号）が昨年 12 月 1日に施行され

ました。同法の施行後、総務大臣は、令和 3年1月 13 日に、電話リレーサービスを提供す

る業務を行う「電話リレーサービス提供機関」として一般財団法人日本電話リレーサービス

を、電話リレーサービス提供機関に対して電話リレーサービス提供業務の費用に充てる交付

金を交付する業務を行う「電話リレーサービス支援機関」として一般社団法人電気通信事業

者協会を、それぞれ指定しました。 

電話リレーサービス提供機関の令和 3年度事業計画では、令和 3年 7月 1日から公共イン

フラとしての電話リレーサービスの提供を開始することとされています。また、電話リレー 

サービス支援機関の令和 3年度事業計画では、令和 3年度半ばから交付金の交付及び負担金

の徴収に係る運用を開始することとされています。 

電話リレーサービスの普及のためには、広く国民に電話リレーサービスの制度が認知され

るとともに、聴覚障害者等に電話リレーサービスの存在、登録方法や利用方法等が認知され

ることが必要です。 

つきましては、貴自治体におかれましては、下記について、周知にご協力いただきますよ

う、よろしくお願い申し上げます。 

（なお、各都道府県総務窓口あてに、電話リレーサービスに関する理解の促進等の周知広

報の通知を発出しているのでご了知ください。） 

別紙1 

総 基事第 95 号

障企自発 0402 第 1号

令和 3 年 4 月 2 日 

都道府県 

各 指定都市 障害福祉主管課 御中 

中核市 

総務省総合通信基盤局電気通信事業部

事業政策課長

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部

企画課自立支援振興室長 

電話リレーサービスに関する周知広報等について 

平素より情報通信行政にご理解とご協力を賜り、深く感謝申し上げます。 

聴覚や発話に障害のある方が手話通訳オペレータ等を介して電話をかけることにより通

話の相手方との意思疎通を可能とする電話リレーサービスの提供に関して、聴覚障害者等に

よる電話の利用の円滑化に関する法律（令和 2年法律第 53 号）が昨年 12 月 1日に施行され

ました。同法の施行後、総務大臣は、令和 3年1月 13 日に、電話リレーサービスを提供す

る業務を行う「電話リレーサービス提供機関」として一般財団法人日本電話リレーサービス

を、電話リレーサービス提供機関に対して電話リレーサービス提供業務の費用に充てる交付

金を交付する業務を行う「電話リレーサービス支援機関」として一般社団法人電気通信事業

者協会を、それぞれ指定しました。 

電話リレーサービス提供機関の令和 3年度事業計画では、令和 3年 7月 1日から公共イン

フラとしての電話リレーサービスの提供を開始することとされています。また、電話リレー 

サービス支援機関の令和 3年度事業計画では、令和 3年度半ばから交付金の交付及び負担金

の徴収に係る運用を開始することとされています。 

電話リレーサービスの普及のためには、広く国民に電話リレーサービスの制度が認知され

るとともに、聴覚障害者等に電話リレーサービスの存在、登録方法や利用方法等が認知され

ることが必要です。 

つきましては、貴自治体におかれましては、下記について、周知にご協力いただきますよ

う、よろしくお願い申し上げます。 

（なお、各都道府県総務窓口あてに、電話リレーサービスに関する理解の促進等の周知広

報の通知を発出しているのでご了知ください。） 
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記 

1 電話リレーサービスに対する各市区町村、情報提供施設への周知依頼 

電話リレーサービスの利用が社会的に普及し、多くの聴覚障害者等の方にご利用いただ

くためには、電話リレーサービスの制度、登録方法、利用方法等を認知いただき、その利

便性等を理解いただくことが必要です。 

このため、本通知について、貴自治体内の聴覚障害者情報提供施設、関係団体、各市区

町村（都道府県のみ）等に対して、周知頂くようお願いいたします。 

2 電話リレーサービスに関する地域の聴覚障害者等への周知広報 

電話リレーサービスの利用が社会的に普及し、多くの聴覚障害者等の方にご利用いただ

くためには、電話リレーサービスの制度、登録方法、利用方法等を認知いただき、その利

便性等を理解いただくことが必要です。 

このため、地域における聴覚障害者等に対して、聴覚障害者情報提供施設や関係団体等

と連携の上、パンフレットの配布、ホームページでの広報等を通じた、電話リレーサービ

スの制度等に関する積極的な周知広報のご対応をお願いいたします。 

また、電話リレーサービスに関するパンフレットを送付するので、聴覚障害者対応窓口

等へ設置・配布するようにお願いいたします。 

別途、電話リレーサービスに関するポスターを配布予定（5月頃）であり、当該ポスタ 

ーを、電話リレーサービスの提供が開始される 7月の前後2ケ月程度、集中的に対応窓口

近くに貼付するなど、積極的な周知広報のご対応をお願いいたします。 

3 電話リレーサービスに関する間合せ対応 

各地域における聴覚障害者等から、電話リレーサービスに関する間合せや登録希望等が 

あった場合には、電話リレーサービス提供機関をご紹介いただくなどのご対応をお願いい 

たします。 

【問合せ先】 

電話リレーサービス提供機関（一般財団法人 日本財団電話リレーサービス） 

電話番号】03-6275-0910 

FAX 】 03-6275-0913 

メール 】info@nftrs. or. jp  

https://nftrs. or. jp/ 

記 

1 電話リレーサービスに対する各市区町村、情報提供施設への周知依頼 

電話リレーサービスの利用が社会的に普及し、多くの聴覚障害者等の方にご利用いただ

くためには、電話リレーサービスの制度、登録方法、利用方法等を認知いただき、その利

便性等を理解いただくことが必要です。 

このため、本通知について、貴自治体内の聴覚障害者情報提供施設、関係団体、各市区

町村（都道府県のみ）等に対して、周知頂くようお願いいたします。 

2 電話リレーサービスに関する地域の聴覚障害者等への周知広報 

電話リレーサービスの利用が社会的に普及し、多くの聴覚障害者等の方にご利用いただ

くためには、電話リレーサービスの制度、登録方法、利用方法等を認知いただき、その利

便性等を理解いただくことが必要です。 

このため、地域における聴覚障害者等に対して、聴覚障害者情報提供施設や関係団体等

と連携の上、パンフレットの配布、ホームページでの広報等を通じた、電話リレーサービ

スの制度等に関する積極的な周知広報のご対応をお願いいたします。 

また、電話リレーサービスに関するパンフレットを送付するので、聴覚障害者対応窓口

等へ設置・配布するようにお願いいたします。 

別途、電話リレーサービスに関するポスターを配布予定（5月頃）であり、当該ポスタ 

ーを、電話リレーサービスの提供が開始される 7月の前後2ケ月程度、集中的に対応窓口

近くに貼付するなど、積極的な周知広報のご対応をお願いいたします。 

3 電話リレーサービスに関する間合せ対応 

各地域における聴覚障害者等から、電話リレーサービスに関する間合せや登録希望等が 

あった場合には、電話リレーサービス提供機関をご紹介いただくなどのご対応をお願いい 

たします。 

【問合せ先】 

電話リレーサービス提供機関（一般財団法人 日本財団電話リレーサービス） 

電話番号】03-6275-0910 

FAX 】 03-6275-0913 

メール 】info@nftrs. or. jp  

https://nftrs. or. jp/ 
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別紙 2 

令和3年9月吉日 

都道府県知事・市区町村長 各位 

総務大臣指定 電話リレーサービス提供機関

一般財団法人 日本財団電話リレーサービス 

聴覚障害者等職員向け電話リレーサービス法人利用登録について（ご案内） 

電話リレーサービスとは、聴覚障害者や発話困難者（以下、聴覚障害者等）と、聴覚障害

者等以外の人（きこえる人）との会話を通訳オペレータが「手話」または「文字」と「音声」 

を通訳することにより、電話で即時双方向につながることができるサービスで、令和 3 年 

7月1 日より公的インフラとしてサービス開始しました。24 時間・ 365 日、双方向での利

用、緊急通報機関への連絡も可能です。 

「聴覚障害者等による電話の利用の円滑化に関する法律（令和 2年法律第 53 号）」に基

づき、総務大臣より指定を受けて一般財団法人日本財団電話リレーサービスが運用してお

ります。 

登録できる方は、聴覚・言語機能・音声機能に障害のある方で、音声電話の利用が困難な

方となっております。また、電話リレーサービスは、生活場面での電話連絡のほか、業務連

絡などの場面でもご活用いただけます。 

つきましては、各都道府県・市町村職員の中で、電話リレーサービスが必要な職員につい

てもご活用をお願いしたく、聴覚障害者等職員向けに法人としての利用登録のご検討をお

願いします。 

ご不明な点等ございましたら、下記お間い合わせまでご連絡願います。 

【登録方法】※郵送に限ります。 

https 】ノノnftrs.orj p/registerノ 

上記URLページ、QRコード内の「郵送での登録」をご参照いただき、 

必要書類にご記入のうえ、郵送にてお申込み願います。 

議 

【間合せ先】 

総務大臣指定 電話リレーサービス提供機関 

（一財）日本財団電話リレーサービス カスタマーセンター 

電話 03-6275 一0912 

※メールでのお間い合わせは、ホームページ（がお問い合わせ」フオームよりお願いします。 

※手話・文字チャットでの相談窓口もあります（ 9時30分～18時。年末年始は休み） 

別紙 2 

令和3年9月吉日 

都道府県知事・市区町村長 各位 

総務大臣指定 電話リレーサービス提供機関

一般財団法人 日本財団電話リレーサービス 

聴覚障害者等職員向け電話リレーサービス法人利用登録について（ご案内） 

電話リレーサービスとは、聴覚障害者や発話困難者（以下、聴覚障害者等）と、聴覚障害

者等以外の人（きこえる人）との会話を通訳オペレータが「手話」または「文字」と「音声」 

を通訳することにより、電話で即時双方向につながることができるサービスで、令和 3 年 

7月1 日より公的インフラとしてサービス開始しました。24 時間・ 365 日、双方向での利

用、緊急通報機関への連絡も可能です。 

「聴覚障害者等による電話の利用の円滑化に関する法律（令和 2年法律第 53 号）」に基

づき、総務大臣より指定を受けて一般財団法人日本財団電話リレーサービスが運用してお

ります。 

登録できる方は、聴覚・言語機能・音声機能に障害のある方で、音声電話の利用が困難な

方となっております。また、電話リレーサービスは、生活場面での電話連絡のほか、業務連

絡などの場面でもご活用いただけます。 

つきましては、各都道府県・市町村職員の中で、電話リレーサービスが必要な職員につい

てもご活用をお願いしたく、聴覚障害者等職員向けに法人としての利用登録のご検討をお

願いします。 

ご不明な点等ございましたら、下記お間い合わせまでご連絡願います。 

【登録方法】※郵送に限ります。 

https 】ノノnftrs.orj p/registerノ 

上記URLページ、QRコード内の「郵送での登録」をご参照いただき、 

必要書類にご記入のうえ、郵送にてお申込み願います。 

議 

【間合せ先】 

総務大臣指定 電話リレーサービス提供機関 

（一財）日本財団電話リレーサービス カスタマーセンター 

電話 03-6275 一0912 

※メールでのお間い合わせは、ホームページ（がお問い合わせ」フオームよりお願いします。 

※手話・文字チャットでの相談窓口もあります（ 9時30分～18時。年末年始は休み） 
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（資料2一8) 

盲ろう者向け通訳・介助員派遣事業の実施状況について 
（令和二年度末時点） 

都道府県 
派遣対象 

盲ろう者数 
通訳・介助員数 

介助員に対する 
手当額 

利用時間の上限 

北海道 2 115 1, 500円ノ時 有（240時間ノ年） 
青森県 6 27 2, 500円ノ時 無

  岩手県 9 181 1, 480円ノ時 無
  宮城県 7 118 1, 500円ノ時 有（240時間ノ年） 

秋田県 6 27 2, 000円ノ時 無
  山形県 11 70 1, 500円ノ時 無
  福島県 12 89 1, 200円ノ時 無
  茨城県 10 52 1, 670円ノ時 有（180時間ノ年） 

栃木県 15 151 1, 700円ノ時 有（240時間ノ年） 

群馬県 5 48 1, 660円ノ時 有（240時間ノ年） 

埼玉県 41 101 1, 470円ノ時 有（400時間ノ年） 
千葉県 37 161 1, 660円ノ時 無

  東京都 142 513 1, 800円ノ時 有（登録者全体で54, 600時間ノ年） 

神奈川県 55 379 1, 550円ノ時 有（80時間ノ月） 
新潟県 27 127 1, 300円ノ時 有（240時間ノ年） 
富山県 2 51 1, 650円ノ時 無

  石川県 3 106 1, 910円ノ時 無
  福井県 19 64 1, 670円ノ時 有（240時間ノ年） 

山梨県 6 79 1, 500円ノ時 無
  

長野県 7 68 2, 000円ノ時 無
  

岐阜県 13 287 1, 600円ノ時 無
  静岡県 41 197 1, 530円ノ時 無
  愛知県 28 124 2, 000円ノ時 有（8時間ノ日） 

三重県 12 45 1, 500円ノ時 無
  滋賀県 20 116 1, 500円ノ時 有（20時間ノ月） 

京都府 22 369 1, 500円ノ時 無
  大阪府 115 476 1, 450円ノ時 有（1, 080時間／年） 

兵庫県 63 169 1, 400円ノ時 無
  奈良県 11 50 1, 200円ノ時 無
  和歌山県 5 115 2, 100円ノ時 有（341時間ノ年） 

鳥取県 18 157 3, 000円ノ時 無
  島根県 18 91 1, 670円ノ時 無
  岡山県 14 84 1, 900円ノ時 有（8時間ノ日） 

広島県 29 250 2, 000円ノ時 有（240時間ノ年） 
山口県 15 163 1, 500円ノ時 有（240時間ノ年） 
徳島県 12 104 1, 500円ノ時 有（240時間ノ年） 
香川県 13 136 1, 200円ノ時 有（1, 540時間ノ年） 
愛媛県 9 128 1, 500円ノ時 有（240時間ノ年） 
高知県 13 93 1, 670円ノ時 無

  福岡県 17 65 1, 500円ノ時 有（8時間ノ日） 

佐賀県 6 65 
（半日）2, 000円ノ日 
（全日）4, 000円ノ日 

有（8時間程度ノ日） 

長崎県 30 170 
（通訳介助員）4, 000円ノ回 

（移動介助員）1, 000円ノ回 無
  

熊本県 9 40 1, 530円ノ時 無
  大分県 6 74 1, 700円ノ時 無
  宮崎県 4 24 1, 600円ノ時 有（8時間ノ日） 

鹿児島県 9 60 1, 510円ノ時 有（200時間ノ年） 
沖縄県 21 136 1, 540円ノ時 無

  995 
	

6315 

（出典）令和二年度地域生活支援事業費補助金実績報告 
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（資料2一8) 

盲ろう者向け通訳・介助員派遣事業の実施状況について 
（令和二年度末時点） 

都道府県 
派遣対象 

盲ろう者数 
通訳・介助員数 

介助員に対する 
手当額 

利用時間の上限 

北海道 2 115 1, 500円ノ時 有（240時間ノ年） 
青森県 6 27 2, 500円ノ時 無

  岩手県 9 181 1, 480円ノ時 無
  宮城県 7 118 1, 500円ノ時 有（240時間ノ年） 

秋田県 6 27 2, 000円ノ時 無
  山形県 11 70 1, 500円ノ時 無
  福島県 12 89 1, 200円ノ時 無
  茨城県 10 52 1, 670円ノ時 有（180時間ノ年） 
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  東京都 142 513 1, 800円ノ時 有（登録者全体で54, 600時間ノ年） 
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  石川県 3 106 1, 910円ノ時 無
  福井県 19 64 1, 670円ノ時 有（240時間ノ年） 

山梨県 6 79 1, 500円ノ時 無
  

長野県 7 68 2, 000円ノ時 無
  

岐阜県 13 287 1, 600円ノ時 無
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  福岡県 17 65 1, 500円ノ時 有（8時間ノ日） 

佐賀県 6 65 
（半日）2, 000円ノ日 
（全日）4, 000円ノ日 

有（8時間程度ノ日） 

長崎県 30 170 
（通訳介助員）4, 000円ノ回 

（移動介助員）1, 000円ノ回 無
  

熊本県 9 40 1, 530円ノ時 無
  大分県 6 74 1, 700円ノ時 無
  宮崎県 4 24 1, 600円ノ時 有（8時間ノ日） 

鹿児島県 9 60 1, 510円ノ時 有（200時間ノ年） 
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（出典）令和二年度地域生活支援事業費補助金実績報告 
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（資料2一10) 

令和 3年度にIサポートセンター等の設置状況 
郁道府鳳名 運営主体【委託先】 ~関 住所 HP外一以 

1 北海道 ―般社団法人北海道視覚障害者福祉連合会 魂社団法人北海道視覚障害者福祉連合会 北 	幌市中央区北2鼻西7丁目 道民活助センタ一ピル4階 J,tto://doshiren.or.io   

2 青森県 ―般財団法人青森県身体障害者福祉協会 青森県障害者ITりフ代一トセンタ― 青森市大字野尻字今田52-4 http://nemunoki.jp/apitsclindex.html   

3 岩手県 ●恰福祉法人岩手県社会福祉事業団 岩手県立視聴覚障がい者情報センタ― 岩手県盛岡市盛岡駅西通1-7-1 httos://www.aiirla.id引ICノ引tvoukakuノ  

4 宮城県 特定非営利活動法人せんだいアピリテイネットワ―ク みやぎ障害者ITサポ一トセンタ― 宮城．仙台市言城”区扇町2丁日227 テクノ口ジークラウド1呪 血m■．.．・”．”「hノ  

5 秋田県 

6 山形県 

フ 福島県 

8 茨城県 ，恰福祉法人自立奉仕会 茨城県障害者ITり7代一トセンタ― 茨城県笠間市鯉測6550 hIp://www.ifc-net.or.jp/itsupportノ  

9 栃木県 （福）栃木県ま玲福祉協議会 栃木県障害者にTりフ代一トセンタ― 宇都宮市若草1-10-6 https://www.tochigikenshakyo.jp/service/center/ict.html   

10 群馬県 パソポラ・サポ一ト群馬 群馬県障害者情報化支援センタ― 群馬県前相市新前相町13-12馴肩県独働即合センター内2階 htp://www8.wind.ne.jp/gunma-johロcenta/  

11 埼玉県 特定非営利活動法人埼玉県障害者協議会 埼玉県障害者ITりフ代一トセンタ― さいたま市浦和区大原3-104 httos://www.normanet.ne.io/~ww1OOO89/it.htmL  

12 千葉県 千視協・あかね・トライアングル西千葉共同事業団 千葉県rrサポ一トセンタ― 四街道市四街道1-9-3 血‘ノノh"v● 6 

13 東京都 ネ玲福祉法人東京コ口二― 東京都障害者IT地域支援センタ― 〒112』，，‘ ~文車匡小日朗・1‘一~センタ1 1. httos://tokvo-itcenter.com/index.htmt  

14 神奈川県 公益社団法人かながわ福祉サ一ピス振興会 か杜がわ障害者I伎援ネットワ―ク 事務局：樹浜市中区山下町23 httos://shien-rietwork.kanafuku.in/ 

15 新潟県 

16 富山県 

17 石川県 ●恰福祉法人石川県身体障害者団体連合会 石川県障害者ITサポ一トセンタ― 石川県本多町3丁目1番10号 ト001ソノwww.ロref. Ishlkawe.kl.io/fukuswoshlras可叱  suロロort.htm(  

18 福井県 福井県身体障害者福祉連合会 福井県障害者社会参加推進センタ― 福井市光陽2-3-22 三‘二＝'“三1子 J r” 	、 ・― 

19 山梨県 （福〕山梨県障害者福祉協会 障害者rrサポ一トセンタ― 甲府市北新1-2-12 http://sanshoukyou.net/services/itsupport.html  

20 長野県 特定非営利活動法人SOHO未来塾 障がい者IT カ代一トセンタ― 長野県松本市本庄1-4-10 KOMATSUマンション1階 血．ゾノ*,w.eheCir.iiukl&‘ノ叱 .u...,tノ 

21  岐阜県 
●玲福祉法人岐阜アソシア 視覚障害者生活情報センタ一ぎふ 岐阜市梅河町14 J,ttos:llwww.oifuーassocia.comノ 

―般財団法人岐阜県身体障害者福祉協会 福祉メデイアステ一ション 大垣市加賀野4-1-7 ソフトピアジャパンセンタ一1階 h比Osソルmedia.joノ 

22 静岡県 

23 【  

中玲福祉法人名古屋市身体障害者福祉連合会 名身連聴党言語障害者情報文化センタ― 名古屋市中村区中村町7-84-1 http://www.meishinren.or.jp  

1玲福雌人名古屋市総合リハピリテ一ション事業団 なごや福祉用具プラザ 名古屋市昭和区御器所通3-12-1 J,tto://www.naaovaーrehab.or.io/Dlaza/  

中玲福祉法人A] U自立の家 わだちコンピュ一タハウス 名古屋市昭和区下構町1-3-3 https://www.aju-cil.comlwork/wadachi.html  

（福）名古屋ライN、ウス情報文化センタ― 情報文化センタ― 名古屋市港区港陽1-1-65 h比Do:ガiaロovaーliロhthouse Idloubunノ 

―般社団法人愛知県聴覚障害者協会 あいち聴党障害者センタ― 名古屋市中区三の丸1丁目7番2号 https://www.normanet.ne.jp/~ww100046/  

24 ＝重県 ●恰福祉法人三重県視覚障害者協会 三重県視覚障害者支援センタ― 三重県津市桜橋2丁目131番地 J,tto://www.zc.ztv.ne.io/mieteniロ/  

25 滋賀県 NPO法人滋賀県’恰就労事業振興センタ― 滋賀県障害者I伎援センタ― 滋賀県草津市大路2-11-15 比b．ゾノht.,.ke-,hi.. .tノ b■uJh.b'Iu..hi.u”ノ 

26  京
都
府
 

特定非営利活動法人京都ほっとはあとセンタ― 京都障害者rrサポ一トセンタ― 京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町 ~ノAY●t“■山■ロル mk山■1ノ 

27  大阪府 ●恰福祉法人大阪障害者自立支援協会 大阪府rrステ一ション 大阪市天王寺区上汐4丁目4-1 htp://www.itsapootjp/ 

28 兵庫県 
ネ玲福祉法人兵庫県視党障害者福祉協会 兵庫県点字図書館 兵庫県神戸市中央区坂口通 2丁目1-1 血・ノノ‘●『● i"v．“・止．n"4血．v"  

公益社団法人兵庫県聴覚障害者協会 兵庫県立聴覚障害者情報センタ― 兵庫県神戸市灘区岸地通1-1灘区民ホ一ル2階 比加ゾノ‘"'""fee&e柘e．ノe．面『 

29  奈良県  

30 和歌山県 ●恰福祉法人和歌山県身体障害者運盟 	和歌山県点字図書館 	 和歌山市手平2-1-2 	 hto://wakaten.io 

31 鳥取県 

32 島根県 

33 岡山県 公益財団法人岡山県身体障害者福祉連合会 障害者 ITりフ代一トセンタ一おかやま 岡山市北区南方2丁目13-1 htto:Ilwww.rjref.okavama.io1naae1490972.htm( 

34 広島県 広島情報シンフオ二― 広島県障害者ITりポ一トセンタ― 広島県広島市東区牛田新町二丁目2番1号 比加ジソeheAV1abノ比，u..．けノ ,ee,SVn 

35 山口県 

36 徳島県 

3フ 香川県 

38 愛媛県 

39 高知県 

4o 福岡県 

41 佐貿県 特定非営利活動法人市民生活支援センタ一ふくしの家 ゆめくれよん＋ 	 佐買県佐賀市鍋島三丁目団番20号鍋島シエストピル3F h比p：ノノyku「でy(mcon1 

42 長崎県 

43 熊本県 

44 大分県 

45 宮崎県 

46 鹿児島県 ●恰福祉法人 鹿児島県身体障害者福祉協会 鹿児島県障害者 ITりポ一トセンタ― 鹿児島市小野1丁目1-1 ht加：ノノ■加‘．■h".．■■hm'hノ．血ノ．~■」山nノ 

4フ ●柿馴早 （特非）●柿●県脊髄損傷者協会 沖縄県障がい者rrサポ一トセンタ― ，帆県浦添市内間5-4-刃、ウジングシ一サ一101 htps:ガo-it.jpノ 

48 札幌市 特定非営利活動法人 札幌チャレンジド 札幌市障がい者にTサポ一トセンタ― 札幌市北区北7条西6丁目1番地 血・ノノ● ww●・hdkm●di．ノh山■“tノ 

49  仙台市 特定非営利活動法人アイ1カ代一ト仙台 仙台市視覚障害者支援センタ― 仙台市泉区泉中央2-24-1 hIp://wwwl5.plala.or.jp/isupport/index.html  

55 新潟市 国立大学法人新潟大学 新潟市障がい者 ITりフ代一トセンタ― 新潤県新潟市西区五十嵐2の町8050番地 htto://rlitsc.site 

61 堺市 

64 広島市 

公益社団法人広島市身体障害者福祉団体連合会 広島市障害者支援情報提供サイト 広島市南区松原町 5番1号 血・ノノ● I●皿“十im●himc伽hノ 

公益社団法人 広島市身体障害者福祉団体連合会 公益社団法人 広島市身体障害者福祉団体漣合会 広島市南区松原町5-1 比加ゾノ．“"ne,.ee' 

公益社団法人広島市視党障害者福祉協会 広島市視党障害者情報センタ― 広島市中区富士見町11番27号 hr加．ゾノH,.h!..hLieuheuc.,.b,.ノ 

118 高知市 高知市（直営） オ―テピア高知声と点字の図書館 高知市追手筋2丁目1-1 ロtepia.kocl,i.jp/braille/ 

（資料2一10) 

令和 3年度にIサポートセンター等の設置状況 
郁道府鳳名 運営主体【委託先】 ~関 住所 HP外一以 

1 北海道 ―般社団法人北海道視覚障害者福祉連合会 魂社団法人北海道視覚障害者福祉連合会 北 	幌市中央区北2鼻西7丁目 道民活助センタ一ピル4階 J,tto://doshiren.or.io   

2 青森県 ―般財団法人青森県身体障害者福祉協会 青森県障害者ITりフ代一トセンタ― 青森市大字野尻字今田52-4 http://nemunoki.jp/apitsclindex.html   

3 岩手県 ●恰福祉法人岩手県社会福祉事業団 岩手県立視聴覚障がい者情報センタ― 岩手県盛岡市盛岡駅西通1-7-1 httos://www.aiirla.id引ICノ引tvoukakuノ  

4 宮城県 特定非営利活動法人せんだいアピリテイネットワ―ク みやぎ障害者ITサポ一トセンタ― 宮城．仙台市言城”区扇町2丁日227 テクノ口ジークラウド1呪 血m■．.．・”．”「hノ  

5 秋田県 

6 山形県 

フ 福島県 

8 茨城県 ，恰福祉法人自立奉仕会 茨城県障害者ITり7代一トセンタ― 茨城県笠間市鯉測6550 hIp://www.ifc-net.or.jp/itsupportノ  

9 栃木県 （福）栃木県ま玲福祉協議会 栃木県障害者にTりフ代一トセンタ― 宇都宮市若草1-10-6 https://www.tochigikenshakyo.jp/service/center/ict.html   

10 群馬県 パソポラ・サポ一ト群馬 群馬県障害者情報化支援センタ― 群馬県前相市新前相町13-12馴肩県独働即合センター内2階 htp://www8.wind.ne.jp/gunma-johロcenta/  

11 埼玉県 特定非営利活動法人埼玉県障害者協議会 埼玉県障害者ITりフ代一トセンタ― さいたま市浦和区大原3-104 httos://www.normanet.ne.io/~ww1OOO89/it.htmL  

12 千葉県 千視協・あかね・トライアングル西千葉共同事業団 千葉県rrサポ一トセンタ― 四街道市四街道1-9-3 血‘ノノh"v● 6 

13 東京都 ネ玲福祉法人東京コ口二― 東京都障害者IT地域支援センタ― 〒112』，，‘ ~文車匡小日朗・1‘一~センタ1 1. httos://tokvo-itcenter.com/index.htmt  

14 神奈川県 公益社団法人かながわ福祉サ一ピス振興会 か杜がわ障害者I伎援ネットワ―ク 事務局：樹浜市中区山下町23 httos://shien-rietwork.kanafuku.in/ 

15 新潟県 

16 富山県 

17 石川県 ●恰福祉法人石川県身体障害者団体連合会 石川県障害者ITサポ一トセンタ― 石川県本多町3丁目1番10号 ト001ソノwww.ロref. Ishlkawe.kl.io/fukuswoshlras可叱  suロロort.htm(  

18 福井県 福井県身体障害者福祉連合会 福井県障害者社会参加推進センタ― 福井市光陽2-3-22 三‘二＝'“三1子 J r” 	、 ・― 

19 山梨県 （福〕山梨県障害者福祉協会 障害者rrサポ一トセンタ― 甲府市北新1-2-12 http://sanshoukyou.net/services/itsupport.html  

20 長野県 特定非営利活動法人SOHO未来塾 障がい者IT カ代一トセンタ― 長野県松本市本庄1-4-10 KOMATSUマンション1階 血．ゾノ*,w.eheCir.iiukl&‘ノ叱 .u...,tノ 

21  岐阜県 
●玲福祉法人岐阜アソシア 視覚障害者生活情報センタ一ぎふ 岐阜市梅河町14 J,ttos:llwww.oifuーassocia.comノ 

―般財団法人岐阜県身体障害者福祉協会 福祉メデイアステ一ション 大垣市加賀野4-1-7 ソフトピアジャパンセンタ一1階 h比Osソルmedia.joノ 

22 静岡県 

23 【  

中玲福祉法人名古屋市身体障害者福祉連合会 名身連聴党言語障害者情報文化センタ― 名古屋市中村区中村町7-84-1 http://www.meishinren.or.jp  

1玲福雌人名古屋市総合リハピリテ一ション事業団 なごや福祉用具プラザ 名古屋市昭和区御器所通3-12-1 J,tto://www.naaovaーrehab.or.io/Dlaza/  

中玲福祉法人A] U自立の家 わだちコンピュ一タハウス 名古屋市昭和区下構町1-3-3 https://www.aju-cil.comlwork/wadachi.html  

（福）名古屋ライN、ウス情報文化センタ― 情報文化センタ― 名古屋市港区港陽1-1-65 h比Do:ガiaロovaーliロhthouse Idloubunノ 

―般社団法人愛知県聴覚障害者協会 あいち聴党障害者センタ― 名古屋市中区三の丸1丁目7番2号 https://www.normanet.ne.jp/~ww100046/  

24 ＝重県 ●恰福祉法人三重県視覚障害者協会 三重県視覚障害者支援センタ― 三重県津市桜橋2丁目131番地 J,tto://www.zc.ztv.ne.io/mieteniロ/  

25 滋賀県 NPO法人滋賀県’恰就労事業振興センタ― 滋賀県障害者I伎援センタ― 滋賀県草津市大路2-11-15 比b．ゾノht.,.ke-,hi.. .tノ b■uJh.b'Iu..hi.u”ノ 

26  京
都
府
 

特定非営利活動法人京都ほっとはあとセンタ― 京都障害者rrサポ一トセンタ― 京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町 ~ノAY●t“■山■ロル mk山■1ノ 

27  大阪府 ●恰福祉法人大阪障害者自立支援協会 大阪府rrステ一ション 大阪市天王寺区上汐4丁目4-1 htp://www.itsapootjp/ 

28 兵庫県 
ネ玲福祉法人兵庫県視党障害者福祉協会 兵庫県点字図書館 兵庫県神戸市中央区坂口通 2丁目1-1 血・ノノ‘●『● i"v．“・止．n"4血．v"  

公益社団法人兵庫県聴覚障害者協会 兵庫県立聴覚障害者情報センタ― 兵庫県神戸市灘区岸地通1-1灘区民ホ一ル2階 比加ゾノ‘"'""fee&e柘e．ノe．面『 

29  奈良県  

30 和歌山県 ●恰福祉法人和歌山県身体障害者運盟 	和歌山県点字図書館 	 和歌山市手平2-1-2 	 hto://wakaten.io 

31 鳥取県 

32 島根県 

33 岡山県 公益財団法人岡山県身体障害者福祉連合会 障害者 ITりフ代一トセンタ一おかやま 岡山市北区南方2丁目13-1 htto:Ilwww.rjref.okavama.io1naae1490972.htm( 

34 広島県 広島情報シンフオ二― 広島県障害者ITりポ一トセンタ― 広島県広島市東区牛田新町二丁目2番1号 比加ジソeheAV1abノ比，u..．けノ ,ee,SVn 

35 山口県 

36 徳島県 

3フ 香川県 

38 愛媛県 

39 高知県 

4o 福岡県 

41 佐貿県 特定非営利活動法人市民生活支援センタ一ふくしの家 ゆめくれよん＋ 	 佐買県佐賀市鍋島三丁目団番20号鍋島シエストピル3F h比p：ノノyku「でy(mcon1 

42 長崎県 

43 熊本県 

44 大分県 

45 宮崎県 

46 鹿児島県 ●恰福祉法人 鹿児島県身体障害者福祉協会 鹿児島県障害者 ITりポ一トセンタ― 鹿児島市小野1丁目1-1 ht加：ノノ■加‘．■h".．■■hm'hノ．血ノ．~■」山nノ 

4フ ●柿馴早 （特非）●柿●県脊髄損傷者協会 沖縄県障がい者rrサポ一トセンタ― ，帆県浦添市内間5-4-刃、ウジングシ一サ一101 htps:ガo-it.jpノ 

48 札幌市 特定非営利活動法人 札幌チャレンジド 札幌市障がい者にTサポ一トセンタ― 札幌市北区北7条西6丁目1番地 血・ノノ● ww●・hdkm●di．ノh山■“tノ 

49  仙台市 特定非営利活動法人アイ1カ代一ト仙台 仙台市視覚障害者支援センタ― 仙台市泉区泉中央2-24-1 hIp://wwwl5.plala.or.jp/isupport/index.html  

55 新潟市 国立大学法人新潟大学 新潟市障がい者 ITりフ代一トセンタ― 新潤県新潟市西区五十嵐2の町8050番地 htto://rlitsc.site 

61 堺市 

64 広島市 

公益社団法人広島市身体障害者福祉団体連合会 広島市障害者支援情報提供サイト 広島市南区松原町 5番1号 血・ノノ● I●皿“十im●himc伽hノ 

公益社団法人 広島市身体障害者福祉団体連合会 公益社団法人 広島市身体障害者福祉団体漣合会 広島市南区松原町5-1 比加ゾノ．“"ne,.ee' 

公益社団法人広島市視党障害者福祉協会 広島市視党障害者情報センタ― 広島市中区富士見町11番27号 hr加．ゾノH,.h!..hLieuheuc.,.b,.ノ 

118 高知市 高知市（直営） オ―テピア高知声と点字の図書館 高知市追手筋2丁目1-1 ロtepia.kocl,i.jp/braille/ 

- 79-- 79-



令和3年度パソコンボランテイアの事業取組状況 
都道府県名 運営主体（委託先〕 住所 HP外似 

1 北海道 

2 青森県 ―般財団法人青森県身体障害者福祉協会 青森市大字野尻字今田52-4 http://nemunoki.jp/apitsc/index.html  

3 岩手県 社会福祉法人岩手県社会福祉事業団 岩手県盛岡市盛岡駅西通1-7-1 htDrJ/v 	w.8iinl joノ●而/ 加 ookkil  

4 宮城県 特定非営利活動法人せんだいアピリテイネットワ―ク 宮城県仙台市宮城野区扇町2丁目2-27 テクノロジ一クラウド102 http：ノノsaposen.san.orJpノ 

5 秋田県  

6 山形県 社会福祉法人山形県身体障害者福祉協会 山形県山形市大字大森385 httoノノ~昌m■vロkvo.00n.ノ 

7 福島県 公益財団法人福島県身体障がい者福祉協会 〒960-8012福島県福島市御山町8-30 https://fukushinkyo.jp/ 

8 茨城県 茨城県笠間市鯉測6550 http://www.ifc-net.or.jp/itsuppor ノ 社会福祉法人自立奉仕会 

9 栃木県 （福】栃木県社会福祉協議会 宇都宮市若草1一 10-6 https://www.tochigikenshakyo.jp/service/center/ict.html  

10 群馬県 パソポラ・サポ一ト群馬 群馬県前橋市新前橋町13-12馴馬県社会福9皿合センタ一内2階 http://www8.wind.ne.jp/gunma-johocenta/  

11 埼玉県 
特定非営利活動法人埼玉県障害者協議会 さいたま市浦和区大原3-10-1 https://www.normanet.ne.jp/'ww100089/it.htmI  

社会福祉法人埼玉県社会福祉事業団 比企郡嵐山町古里1848番地 https://www.sswc-gr.jp/ 

12 千葉県 千視協・あかね・トライアングル西千葉共同事業団 四街道市四街道1一 9-3 https://tisikyo.jp  

13 東京都 

14 神奈川県 

15 新潟県 

16 富山県 

社会福祉法人富山県視覚障害者協会 富山市磯部町3-8-8 https://toyama-ssk.com/ 

社会福祉法人高岡市身体障害者福祉会 高岡市葦附1239-27 https://www.shikino.or.jp/ 

社会福祉法人魚津市社会福祉協議会 魚津市新金屋2- 13-26 https://uoshakyo.netj  

社会福祉法人マ一シ園 南砺市谷142 htps://www.mercy-en.or.jp/ 

17 石川県 社会福祉法人石川県身体障害者団体連合会 石川県金沢市本多町3丁目1番10号 https://www.pref.ishikawa.Ig.jp/fukusi/oshirase/iLoupport.html  

18 福井県 

19 山梨県 （福】山梨県障害者福祉協会 甲府市北新1-2-12 http://sanshoukyou.net/services/pcvhaken.html  

20 長野県 

21 岐阜県 
社会福祉法人岐阜アソシア 岐阜市梅河町1-4 https://www.gifuーassocia.com/ 

―般財団法人岐阜県身体障害者福祉協会 大垣市加賀野4-1-7 ソフトピアジャパンセンタ一1階 https:ガf-media.j可 

22 静岡県 特定非営利活動法人浜松NPOネットワークセンタ一（東部・中部・西部） 浜松市中区佐鳴台3の52の23（東部・中部・西部〕 http://www.n-pocket.jpノ  〔東部・中部・西部） 

23 愛知県 

社会福祉法人名古屋市総合リノピリテ一ション事業団 名古屋市昭和区御器所通3-12-1 http://www.nagoya-rehab.or.jp/plaza/  

社会福祉法人AJ U自立の家 名古屋市昭和区下構町1-3-3 https://www.aju-ciI.com/worIwadachi.htmI  

（福〕名古屋ライトハウス情報文化センタ― 名古屋市港区港陽1-1-65 https://nagoya-Iighthouse.jp/joubun/  

24 三重県 
社会福祉法人三重県視党障害者協会 三重県津市桜橋二丁目131番地 http://www.zc.ztv.ne.jp/mieten/p/  

特定非営利活動法人CT F松阪 三重県松阪市中町六丁目9．地サンマンションアトレ杜岡前ュ401号窒 http://ctf.dip.jp/index.html  

25 滋賀県 NPO法人滋賀県社会就労事業振興センタ― 滋賀県草津市大路2-11-15 https://hataraku-shiga.netjabputjhatarakikurashiouen/ 

26 京都府 

27 大阪府 社会福祉法人大阪障害者自立支援協会 大阪市天王寺区上汐4丁目4-1 http://www.itsapoot.jp/ 

28 兵庫県 

社会福祉法人兵庫県視覚障害者福祉協会 兵庫県神戸市中央区坂口通2丁目1-1 ‘廿nゾノk目n国ikv，』●kumn.n/I山mm油司 

公益社団法人兵庫県聴覚障害者協会 兵庫県神戸市灘区岸地通1一 1灘区民ホ一ル 2階 httoガhv000do血ロmノロf'e．ノcantor 

特定非営利活動法人兵庫盲ろう者友の会 兵庫県神戸市兵庫区水木通2丁目1-9中山記念会館301 bttoゾノhv000-db ton,/indaoけd  

29 奈良県 

ョ0 和歌山県 社会福祉法人和歌山県身体障害者連盟 和歌山市手平2-1-2 bttoゾノ”akotonjoノ  

31 鳥取県 有限会社ほうき 鳥取県倉吉市山根540-6 httoガoaoobora-totthriioノ 

ョ2 島根県 

34 広島県 広島情報シンフオ二― 広島県広島市東区牛田新町二丁目2番1号 山Pゾノ，”ーvm・honv cロi・ノ臣，uロロロ吐／ 

35 山口県 

36 徳島県 社会福祉法人徳島県身体障害者運合会 徳島県徳島市南矢三町2丁目1一 59 https://ktnshnren.ict-tロkcshinnt.jp/index.php?pogejd-0&pcviewer...flag-1  

37 香川県 

（福】かがわ総合リハピリテ一ション事業団 香川県高松市田村町1114 http://www.kagawa-reha.nevfukusi.htmI  

（公財〕香川県視覚障害者福祉協会 香川県高松市番町1- 10-3 5 http://shikaku.sakura.ne.jp/ 

（公社】香川県聴覚障害者協会 香川県高松市太田上町405-1 吐toノノ”y,w.chosv000nter.comノ 

38 愛媛県 愛媛県障がい者社会参加推進センタ―  W790-8553叫脚山市特田町ョ丁目0-15愛媛鵬台社会柳臣館 1階 https://ehime-shinsyo.jimdofree.com/ 

39 高知県 合同会社VIVACE BAN BINA 高岡郡日高村下分1643番地 HPなレ 

40 福岡県 福岡県障害者社会参加推進センタ― 福岡県春日市原町3-1-7 ク口一バ一プラザ6階 https://www.kenshinkyo.org/it_support.html  

41 佐賀県 特定非営利活動法人市民生活支援センタ一ふくしの家 佐賀県佐賀市鍋島三丁目3番20号鍋島シエストビル3F http://ykureyon.com  

42 長崎県 長崎県障害者社会参加推進センタ― 長崎県長崎市橋口町10-22長崎県視覚陣害者情報センタ―内 http://johocenter.sakura.ne.jp/ 

43 熊本県 

44 大分県 

45 宮崎県 公益財団法人宮崎県視覚障害者福祉協会 宮崎県宮崎市江平西2丁目1番20号 httoa-J/vww.mvashiahonto  

46 鹿児島県 社会福祉法人 鹿児島県身体障害者福祉協会 鹿児島市小野1丁目1-1 http://shogaisha-kagoshima.jp/etc/pc-soudan/  

47 沖縄県 

46 札幌市 特定非営利活動法人 札幌チャレンジド 札幌市北区北7条西6丁目1番地 bttoゾノ”wwa-ohallengedjoノIbU000rIノ 

49 仙台市 特定非営利活動法人アイサポ一ト仙台 仙台市泉区泉中央2一24-1 http://wwwl5.plala.or.jp/isupportlindex.html  

64 広島市 公益社団法人広島市視覚障害者福祉協会 広島市東区光町二丁目1番5号 bttoaj/hiroahin,aahUochootontorio/ 

118 高知市 高知市（直営）（オ一テピア高知声と点字の図書館）  高知市追手筋2丁目1-1 otepia.kochi.jp/braille/  

令和3年度パソコンボランテイアの事業取組状況 
都道府県名 運営主体（委託先〕 住所 HP外似 

1 北海道 

2 青森県 ―般財団法人青森県身体障害者福祉協会 青森市大字野尻字今田52-4 http://nemunoki.jp/apitsc/index.html  

3 岩手県 社会福祉法人岩手県社会福祉事業団 岩手県盛岡市盛岡駅西通1-7-1 htDrJ/v 	w.8iinl joノ●而/ 加 ookkil  

4 宮城県 特定非営利活動法人せんだいアピリテイネットワ―ク 宮城県仙台市宮城野区扇町2丁目2-27 テクノロジ一クラウド102 http：ノノsaposen.san.orJpノ 

5 秋田県  

6 山形県 社会福祉法人山形県身体障害者福祉協会 山形県山形市大字大森385 httoノノ~昌m■vロkvo.00n.ノ 

7 福島県 公益財団法人福島県身体障がい者福祉協会 〒960-8012福島県福島市御山町8-30 https://fukushinkyo.jp/ 

8 茨城県 茨城県笠間市鯉測6550 http://www.ifc-net.or.jp/itsuppor ノ 社会福祉法人自立奉仕会 

9 栃木県 （福】栃木県社会福祉協議会 宇都宮市若草1一 10-6 https://www.tochigikenshakyo.jp/service/center/ict.html  

10 群馬県 パソポラ・サポ一ト群馬 群馬県前橋市新前橋町13-12馴馬県社会福9皿合センタ一内2階 http://www8.wind.ne.jp/gunma-johocenta/  

11 埼玉県 
特定非営利活動法人埼玉県障害者協議会 さいたま市浦和区大原3-10-1 https://www.normanet.ne.jp/'ww100089/it.htmI  

社会福祉法人埼玉県社会福祉事業団 比企郡嵐山町古里1848番地 https://www.sswc-gr.jp/ 

12 千葉県 千視協・あかね・トライアングル西千葉共同事業団 四街道市四街道1一 9-3 https://tisikyo.jp  

13 東京都 

14 神奈川県 

15 新潟県 

16 富山県 

社会福祉法人富山県視覚障害者協会 富山市磯部町3-8-8 https://toyama-ssk.com/ 

社会福祉法人高岡市身体障害者福祉会 高岡市葦附1239-27 https://www.shikino.or.jp/ 

社会福祉法人魚津市社会福祉協議会 魚津市新金屋2- 13-26 https://uoshakyo.netj  

社会福祉法人マ一シ園 南砺市谷142 htps://www.mercy-en.or.jp/ 

17 石川県 社会福祉法人石川県身体障害者団体連合会 石川県金沢市本多町3丁目1番10号 https://www.pref.ishikawa.Ig.jp/fukusi/oshirase/iLoupport.html  

18 福井県 

19 山梨県 （福】山梨県障害者福祉協会 甲府市北新1-2-12 http://sanshoukyou.net/services/pcvhaken.html  

20 長野県 

21 岐阜県 
社会福祉法人岐阜アソシア 岐阜市梅河町1-4 https://www.gifuーassocia.com/ 

―般財団法人岐阜県身体障害者福祉協会 大垣市加賀野4-1-7 ソフトピアジャパンセンタ一1階 https:ガf-media.j可 

22 静岡県 特定非営利活動法人浜松NPOネットワークセンタ一（東部・中部・西部） 浜松市中区佐鳴台3の52の23（東部・中部・西部〕 http://www.n-pocket.jpノ  〔東部・中部・西部） 

23 愛知県 

社会福祉法人名古屋市総合リノピリテ一ション事業団 名古屋市昭和区御器所通3-12-1 http://www.nagoya-rehab.or.jp/plaza/  

社会福祉法人AJ U自立の家 名古屋市昭和区下構町1-3-3 https://www.aju-ciI.com/worIwadachi.htmI  

（福〕名古屋ライトハウス情報文化センタ― 名古屋市港区港陽1-1-65 https://nagoya-Iighthouse.jp/joubun/  

24 三重県 
社会福祉法人三重県視党障害者協会 三重県津市桜橋二丁目131番地 http://www.zc.ztv.ne.jp/mieten/p/  

特定非営利活動法人CT F松阪 三重県松阪市中町六丁目9．地サンマンションアトレ杜岡前ュ401号窒 http://ctf.dip.jp/index.html  

25 滋賀県 NPO法人滋賀県社会就労事業振興センタ― 滋賀県草津市大路2-11-15 https://hataraku-shiga.netjabputjhatarakikurashiouen/ 

26 京都府 

27 大阪府 社会福祉法人大阪障害者自立支援協会 大阪市天王寺区上汐4丁目4-1 http://www.itsapoot.jp/ 

28 兵庫県 

社会福祉法人兵庫県視覚障害者福祉協会 兵庫県神戸市中央区坂口通2丁目1-1 ‘廿nゾノk目n国ikv，』●kumn.n/I山mm油司 

公益社団法人兵庫県聴覚障害者協会 兵庫県神戸市灘区岸地通1一 1灘区民ホ一ル 2階 httoガhv000do血ロmノロf'e．ノcantor 

特定非営利活動法人兵庫盲ろう者友の会 兵庫県神戸市兵庫区水木通2丁目1-9中山記念会館301 bttoゾノhv000-db ton,/indaoけd  

29 奈良県 

ョ0 和歌山県 社会福祉法人和歌山県身体障害者連盟 和歌山市手平2-1-2 bttoゾノ”akotonjoノ  

31 鳥取県 有限会社ほうき 鳥取県倉吉市山根540-6 httoガoaoobora-totthriioノ 

ョ2 島根県 

34 広島県 広島情報シンフオ二― 広島県広島市東区牛田新町二丁目2番1号 山Pゾノ，”ーvm・honv cロi・ノ臣，uロロロ吐／ 

35 山口県 

36 徳島県 社会福祉法人徳島県身体障害者運合会 徳島県徳島市南矢三町2丁目1一 59 https://ktnshnren.ict-tロkcshinnt.jp/index.php?pogejd-0&pcviewer...flag-1  

37 香川県 

（福】かがわ総合リハピリテ一ション事業団 香川県高松市田村町1114 http://www.kagawa-reha.nevfukusi.htmI  

（公財〕香川県視覚障害者福祉協会 香川県高松市番町1- 10-3 5 http://shikaku.sakura.ne.jp/ 

（公社】香川県聴覚障害者協会 香川県高松市太田上町405-1 吐toノノ”y,w.chosv000nter.comノ 

38 愛媛県 愛媛県障がい者社会参加推進センタ―  W790-8553叫脚山市特田町ョ丁目0-15愛媛鵬台社会柳臣館 1階 https://ehime-shinsyo.jimdofree.com/ 

39 高知県 合同会社VIVACE BAN BINA 高岡郡日高村下分1643番地 HPなレ 

40 福岡県 福岡県障害者社会参加推進センタ― 福岡県春日市原町3-1-7 ク口一バ一プラザ6階 https://www.kenshinkyo.org/it_support.html  

41 佐賀県 特定非営利活動法人市民生活支援センタ一ふくしの家 佐賀県佐賀市鍋島三丁目3番20号鍋島シエストビル3F http://ykureyon.com  

42 長崎県 長崎県障害者社会参加推進センタ― 長崎県長崎市橋口町10-22長崎県視覚陣害者情報センタ―内 http://johocenter.sakura.ne.jp/ 

43 熊本県 

44 大分県 

45 宮崎県 公益財団法人宮崎県視覚障害者福祉協会 宮崎県宮崎市江平西2丁目1番20号 httoa-J/vww.mvashiahonto  

46 鹿児島県 社会福祉法人 鹿児島県身体障害者福祉協会 鹿児島市小野1丁目1-1 http://shogaisha-kagoshima.jp/etc/pc-soudan/  

47 沖縄県 

46 札幌市 特定非営利活動法人 札幌チャレンジド 札幌市北区北7条西6丁目1番地 bttoゾノ”wwa-ohallengedjoノIbU000rIノ 

49 仙台市 特定非営利活動法人アイサポ一ト仙台 仙台市泉区泉中央2一24-1 http://wwwl5.plala.or.jp/isupportlindex.html  

64 広島市 公益社団法人広島市視覚障害者福祉協会 広島市東区光町二丁目1番5号 bttoaj/hiroahin,aahUochootontorio/ 

118 高知市 高知市（直営）（オ一テピア高知声と点字の図書館）  高知市追手筋2丁目1-1 otepia.kochi.jp/braille/  
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令和3年度サピエ等にアップロードする事業取組状況 
都道府帰名 運営主体〔重託先〕 実加鵬関 住所 HP外’以 

1 北海道 

2 青森県 ―般社団法人青森県視覚障害者福祉会 青森県視覚障害者情報センタ― 青森市大宇石江宇江渡5-1 J,tto://www.aosise.com/ 

3 岩手県 

4 宮城県 

5 秋田県 

6 山形県 

7 福島県 

8 萩城県 

9 栃木県 社会福祉法人栃木県社会福祉協議会 とちぎ視聴覚障害者情報センタ一（点宇図書館） 栃木県宇都宮市若草1-10-6 とちぎ相祉プラザ 2階 httロs://www.tochiaikenshakvo.io/service/center/tenhi.html  

10 群馬県 

11 埼玉県 

12 千葉県 

13 東京都 

14 神奈川県 

15 新潟県 

16 富山県 

17 石川県 

18 福井県 

19 山梨県 

20 長野県 

21 岐阜県 

22 静岡県 

23 愛知県 

24 ＝重県 社会福祉法人三重県視党障害者協会 三重県視党障害者支援センタ― 三重県津市桜橋二丁目131番地 http://www.zc.ztv.ne.jp/mieten/p/  

25 滋賀県 社福〕滋賀県視党障害者福祉協会 滋賀県立視党障害者センタ― 滋賀県彦根市松原1-12-17 htto:/shiaashisho.com/ 

26 京都府 

27 大阪府 

28 兵庫県 社会福祉法人兵庫県視覚障害者福祉協会 兵庫県立点宇図書館 兵庫県神戸市中央区坂口通 2丁目1-1 http://kensikyo.sakura.ne.jp/Iibrary.html  

29 奈良県 

30 和歌山県 

31 鳥取県 

32 島根県 

33 岡山県 社会福祉法人岡山県視党障害者協会 岡山県視党障害者センタ― 岡山市北区西古松268-1 httos:I/www.ossk-33.iDIcenterI 

34 広島県 

35 山口県 

36 徳島県 

3フ 香川県 

38 愛媛県 

39 高知県 

40 福岡県 

41 佐賀県 佐賀県障害者，桧参加推進センタ― 社会福祉法人 佐賀ライトハウス 佐賀市天神1丁目4-16 https://www.prof.saga.Ig.jp/1ist02253.html  

42 長崎県 

43 熊本県 

44 大分県 

45 宮崎県 公益財団法人宮崎県視覚障害者福祉協会 宮崎県立視覚障害者センタ― 宮崎県宮崎市江平西2丁目1番20号 https://www.miyashishou.jp  

46 鹿児島県 

47 沖縄県 

61 堺市 堺市，片幅祉“団 堺．害者邑琳豊台会・フイットネス21”団井同“体 堺市立健康福祉プラザ 視覚・聴覚障害者センタ一 点宇図書館 堺市堺区旭ケ丘中町4丁3番1号 http://www.sakai-kfp.info/eye/index.cgi  

99 豊中市 

豊中市 豊中市 大阪府豊中市稲津町1-1-2 0 

大阪声のグル―プ 大阪声のグル―プ 

豊中点訳会 豊中点訳会 

118 高知市 高知市声と点宇の図書館 高知市声と点字の図書館 高知県高知市追手筋2丁目1-1 otepia.kochi.jp/braille/  

令和3年度サピエ等にアップロードする事業取組状況 
都道府帰名 運営主体〔重託先〕 実加鵬関 住所 HP外’以 

1 北海道 

2 青森県 ―般社団法人青森県視覚障害者福祉会 青森県視覚障害者情報センタ― 青森市大宇石江宇江渡5-1 J,tto://www.aosise.com/ 

3 岩手県 

4 宮城県 

5 秋田県 

6 山形県 

7 福島県 

8 萩城県 

9 栃木県 社会福祉法人栃木県社会福祉協議会 とちぎ視聴覚障害者情報センタ一（点宇図書館） 栃木県宇都宮市若草1-10-6 とちぎ相祉プラザ 2階 httロs://www.tochiaikenshakvo.io/service/center/tenhi.html  

10 群馬県 

11 埼玉県 

12 千葉県 

13 東京都 

14 神奈川県 

15 新潟県 

16 富山県 

17 石川県 

18 福井県 

19 山梨県 

20 長野県 

21 岐阜県 

22 静岡県 

23 愛知県 

24 ＝重県 社会福祉法人三重県視党障害者協会 三重県視党障害者支援センタ― 三重県津市桜橋二丁目131番地 http://www.zc.ztv.ne.jp/mieten/p/  

25 滋賀県 社福〕滋賀県視党障害者福祉協会 滋賀県立視党障害者センタ― 滋賀県彦根市松原1-12-17 htto:/shiaashisho.com/ 

26 京都府 

27 大阪府 

28 兵庫県 社会福祉法人兵庫県視覚障害者福祉協会 兵庫県立点宇図書館 兵庫県神戸市中央区坂口通 2丁目1-1 http://kensikyo.sakura.ne.jp/Iibrary.html  

29 奈良県 

30 和歌山県 

31 鳥取県 

32 島根県 

33 岡山県 社会福祉法人岡山県視党障害者協会 岡山県視党障害者センタ― 岡山市北区西古松268-1 httos:I/www.ossk-33.iDIcenterI 

34 広島県 

35 山口県 

36 徳島県 

3フ 香川県 

38 愛媛県 

39 高知県 

40 福岡県 

41 佐賀県 佐賀県障害者，桧参加推進センタ― 社会福祉法人 佐賀ライトハウス 佐賀市天神1丁目4-16 https://www.prof.saga.Ig.jp/1ist02253.html  

42 長崎県 

43 熊本県 

44 大分県 

45 宮崎県 公益財団法人宮崎県視覚障害者福祉協会 宮崎県立視覚障害者センタ― 宮崎県宮崎市江平西2丁目1番20号 https://www.miyashishou.jp  

46 鹿児島県 

47 沖縄県 

61 堺市 堺市，片幅祉“団 堺．害者邑琳豊台会・フイットネス21”団井同“体 堺市立健康福祉プラザ 視覚・聴覚障害者センタ一 点宇図書館 堺市堺区旭ケ丘中町4丁3番1号 http://www.sakai-kfp.info/eye/index.cgi  

99 豊中市 

豊中市 豊中市 大阪府豊中市稲津町1-1-2 0 

大阪声のグル―プ 大阪声のグル―プ 

豊中点訳会 豊中点訳会 

118 高知市 高知市声と点宇の図書館 高知市声と点字の図書館 高知県高知市追手筋2丁目1-1 otepia.kochi.jp/braille/  
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1.障害者が主役 
2.芸術・文化活動や国際交流を通して障害者の社会参加の促進 
3.多くの人に親しまれる施設 

	ノ 
つ
J
 

躍  4つの機能 

0多目的ホー)レ 

静4つの事業 

0研修室 

 

(1）国’隷力事 

(2)驚器業 

(4）大規模災害時の

後方支援事業 

BiG七とはつ 
「国際障害者交流センター（愛称ビッグ・アイ）」は、「国際・障害者の十年」 
を記念して、厚生労働省が全国の障害者の「完全参加と平等」の実現を
図るシンポル的な施設として、建設しました。 

ピコゴニアfは、3つの基本理念に基づき、4つの機能を活用して、4つの事業を展開します。 

離 3つの基本理念 
イ 

× 

ググシー 

'I 

~磯 
0宿泊室 

自立、参加、そして交流 

新しい時代のノーマライゼーションのために 

	

、 	Indeoendence 】自立 

	

ノ 	inrormation 】 1育辛反 

Intercommunication 】交流 

International 】国際的 

姦 BiGi 突認鷲-'j);1)鱈畿 i:bt'iL,'II 	 やすくまた障がいのある 

1）共生社会のモ JI4i恒設としての役割 ・鑑賞サポート支援・アウトリーチ・啓発など 

2）自己実現と自立にっなげる 
・アートプ口ジエクト・シアタープ口ジエクト 
・劇場体験プ口グラムなど 

3）異文化の交流 
・アートフエステイパル・アートキャンプ 
・国際会議、海外展覧会への出品と作家間の交流など 

4）災害時の後方支援 ・災害時要援護者支援ボランテイアリーダー養成講座 
・災害時視聴覚障がい者支援リーダー養成講座など 

5）情報発信 ・WEB への情報発信、提供など 

6）地域、他機関との交流および連携事業 
・ボランテイア養成と協働・産官学との連携事業の実施 
・障害者芸術文化活動普及支援事業の連携事務局の運営 

離認 aB I 	 i590-EL:0-mal蹴 5 	fl5簿W1 -290-0900 FAX:07fo@big-i.jp  httpgノ 1290-0920/www. big-i .jp  
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"Assistance Dogs for Persons with 
Physical Disabilities" Portal Site

https://www.mhlw.go.jp/english/policy/care-
welfare/welfare-
disabilities/assistance_dogs/index.html
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、 補助犬の受け入れについて 

●補助犬は、ユーザーの指示に従い待機することができるので、特別な設備は必要ありません。 
●補助犬の同伴を受け入れる際に他のお客様から苦情がある場合は、 「身体障害者補助犬法」 

で受け入れ義務があること、補助犬の行動や健康の管理はユーザーが責任をもって行ってい
ることを説明し、理解を求めてください。 

●補助犬が通路をふさいだり、周りのにおいを嘆ぎ回ったり、その他、何か困った行動をして
いる場合は、そのことを補助犬ユーザーにはっきり伝えてください。 

●補助犬を同伴していても、補助犬ユーザーへの援助が必要な場合があります。補助犬ユー 
ザーが困っている様子を見かけたら、まずは声をかけたり、筆談をしたりコミュニケーショ
ンをとってください。 

〔補助犬はきちんとしつけられ、健康です〕 
補助犬のユーザーは、責任をもって補助犬の行動を管理し、補助犬の体を清潔に保ち、健康

に気を配っています。 
●補助犬は、ユーザーが指示した時に、指示した場所でしか排池しないように、訓練されてい

ます。 
●補助犬は、ユーザーの管理のもとで待機するよう訓練されています。 
・レストランなど、飲食店では 	食事が終わるまで、テーブjレの下などで待機します。 
・ホテルや旅館など、宿泊施設では 	上がり口や部屋の隅で待機します。 
・電車・バス・タクシーなど、公共交通機関では 

・・・シートなどを汚さないように、足もとで待機します。 
●ユーザーは、ブラツシングやシャンプーなどで補助犬の体を清潔に保ち、予防接種や検診を 

受けさせるよう努めています。 	 一 
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に身体障害者ネ甫助犬法は1篇驚禦鷲 U4i 与することを目的とする； 

ト：，羅欝協天は認定を受けた盲導犬介助犬聴導犬の3種類の総称です（法第2 

● 身体障害者補助犬は、犬種、認定番号、認定年月日等を記載した表示をつけています。また、 
補助犬使用者が施設等を利用する際には、補助犬の健康管理に関する記録、補助犬認定証など
の補助犬であることを証明する書類を携帯し、関係者の請求があればこれを提示しなければな
りません（法第12条）。 

● 以下の施設等では、施設等に著しい損害が発生し、施設等の利用者が著しい損害を受けるお
それがある等のやむを得ない場合を除き、補助犬の同伴を拒むことはできません（法第 7条、 
第8条、第9条、第10条）。 	 , 
・国や自治体が管理する公共施設、電車、バス、タクシーなどの公共交通機関 ‘A I 
i 岩二星ノ口ニ並+TL.フニニ 紫学注＝工ニ公盆×ニニ二中'O L_.-II- - に抗ソ、ノ、J皿1入耳I刈 I・飲食店、商業施設、病院等の不特定かつ多数の方が利用する施設 

L 	 ※（）内の「法」は身体障害者補助犬法のことです。 H  」 
／ え  iv」二 

（以上「ほじょ犬もっと知ってBOOK」厚生労働省、より抜粋・一部改変） 
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"Mobility service dogs" are defined as dogs that support their users' physical disabilities due to motor impairments.
Service dogs for mental disorders, autism, emotional disorders, epileptic disorders, PTSD, etc. cannot be accepted as 
assistance dogs in Japan.
Privately trained service dogs cannot be accepted as assistance dogs in Japan.

Procedure for the Issuance of a Certificate

1. All dogs including assistance dogs - entering Japan must meet the import requirements of the 
Rabies Prevention Law.  YOU MUST PREPARE AT LEAST 7 MONTHS IN ADVANCE FOR A TRIP TO 
JAPAN WITH YOUR DOG. Refer to : http://www.maff.go.jp/aqs/english/animal/dog/index.html

2. You must submit an import notification to the Animal Quarantine Service (AQS) in Japan AT LEAST 40 
DAYS BEFORE YOUR ARRIVAL.

3. Fill out the application form with your submit it to a 
registered Japanese certifying organization (Form 1).

4. If the certifying organization deems your assistance dog legally acceptable as an assistance dog in 
Japan, a Temporary Certificate for foreign Assistance Dog Users will be sent to you from a Japanese
training organization before your departure (Form 2).

5. Upon your arrival in Japan, you must proceed to AQS for an import quarantine inspection of your dog. 
If your dog meets the requirements, the AQS Officer will sign or stamp a seal on your Certificate.  

We are currently calling for a society-wide cooperation in Japan to accept and treat certified overseas 
assistance dog users and their assistance dogs in the same way as Japanese assistance dog users and 
their assistance dogs.
Make sure to show your Certificate to the AQS Officer at the import quarantine inspection .
During your stay in Japan, keep place the tag in place (Form 3) on with your assistance dog at all 
times and be ready to show your certificate (Form 2) as needed.
If you forge any related documents, you will face a potential penalty.

Assistance Dogs for Persons with Physical Disabilitie
https://www.mhlw.go.jp/english/policy/care-welfare/welfare-disabilities/assistance_dogs/index.html- 98-- 98-
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補聴器の使用を検討中の皆様、 
そして、ご家族等の周囲の皆様へ。 

【令和2年1月作成】 

tう厚生労働省 

（資料5一1) 

［ポイント①専門家の意見の事前把握］ 

★補聴器の購入の前に専門医に相談しましよう。 

★ 補聴器は、「認定補聴器技能者」などの専門知識・技術を持った者に
調整（フイツテイング）してもらうことが効果的です。 

★ 専門知識・技術を持った者がいる販売店（認定補聴器専門店など）も
あります。 

【【専門医に相談しない場合のデメリットの例】 
【 1）耳の炎症の治療を優先すべき場合など、購入の必要のない補聴器を購入する可能性があります。 
【 2）不必要に大きな音量の補聴器を使用し、症状が悪化する可能性があります。 
【 3）期待された効果が出ない可能性があります。 

【【補聴器の購入・利用の一般的なイメージ】 
【 1）医師の診察を受けます。 
【 2）補聴器販売店に相談し、調整を受けて自分の聞こえの状況に合う補聴器を購入します。 
【 3）生活を送る中で、必要に応じ、再度調整を受けます。また、聞こえに変化が生じた場合は、改めて！ 
【 医師の診察を受けます。 

［ポイント②契約を締結する前の心構えなど］ 

★ 店舗で補聴器を購入した場合や通信販売の場合、どれだけ高額の商品で
あったとしても、基本的に「クーリング亘オフ」は適用されません。 

【クーリング・オフの基礎知識】（ハガキの書き方は裏面を参照。） 

〇 訪問販売、電話勧誘販売、連鎖販売取引、特定継続的役務提供、業務提供誘引販売取引
及び訪間購入については、法定の申込書面又は契約書面を受け取ってから一定期間内で
あれば、クーリング・オフができます。 

〇 通信販売の場合、「返品は受け付けません」、「返品の場合は商品到着の翌日までの連絡
厳守」等の特約を広告等に表示していない限りは、いわゆるクーリング・オフではありませんが、 
購入者が商品を受け取ってから8日以内であれば、売買契約の解除が可能です（送料は購入者負担）。 

★ 難聴の方は、耳が聞こえにくいことで、契約締結などの際に支障が生じる
こともあり得ます。周囲の方の支援が重要です。 

（周囲の皆様にご理解いただきたい難聴の基礎知識は裏面を参照。） 

おかしいと思ったら。 
心配なことがある場合は。 

〇 ―人で悩まず、消費者ホツトライン 188 
（局番なしの 3 桁番号）等の関係機関にご相談
ください。 

 

作成取りまとめ：消費者庁消費者政策課（電話：03-3507-8800 （代表）FAX :03-3507-7557) 

r
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〇 ―人で悩まず、消費者ホツトライン 188 
（局番なしの 3 桁番号）等の関係機関にご相談
ください。 

 

作成取りまとめ：消費者庁消費者政策課（電話：03-3507-8800 （代表）FAX :03-3507-7557) 
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障
害
者
の
自
立
や
社
会
参
加
を
支
援
す
る
機
器
の
開
発
に
お
い
て
は
、
障
害
像
が
個
別
・特
異
的
で
多
岐
に
わ
た
る
た
め
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
と
開
発
者
の
シ
ー
ズ

の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
非
常
に
難
し
い
。
ま
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
小
さ
く
技
術
は
あ
る
が
開
発
や
製
品
化
及
び
事
業
化
が
進
ま
な
い
状
況
に
あ
る
。
ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
促
進
す
る
た
め
に
、
開
発
企
業
が
障
害
者
等
と
連
携
し
て
開
発
す
る
取
組
に
対
し
て
助
成
を
行
う
。
さ
ら
に
、
障
害
者
等
の
多
岐
に
わ
た
る
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
、
事
業
化
の
視
点
を
踏
ま
え
開
発
を
始
め
る
事
で
支
援
機
器
の
製
品
化
及
び
事
業
化
を
加
速
す
る
人
材
を
育
成
す
る
取
組
に
対
し
て
助
成
を
行
う
。

障
害
者
自
立
支
援
機
器
等
開
発
促
進
事
業

[令
和
４
年
度
予
算
案
11
8,
6
0
7千

円
]
（
令
和
３
年
度
予
算
11
8
,6
07
千
円
）

事
業
目
的

（
１
）
障
害
者
の
自
立
支
援
機
器
の
開
発
（実
用
的
な
支
援
機
器
の
製
品
化
）
に
対
す
る
助
成

①
テ
ー
マ
設
定
型
事
業
、
②
製
品
種
目
特
定
型
事
業

（
２
）
ニ
ー
ズ
・シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
強
化
事
業

（
３
）
自
立
支
援
機
器
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
育
成
事
業
（
※
令
和
4
年
度
新
規
創
設
）

民
間
団
体
（
公
募
）

（１
）は
、
中
小
企
業
２
／
３
（※
（１
）-
②
は
初
年
度
の
み
1
0
／
1
0
）
、
大
企
業
・公
益
法
人
１
／
２
。
（２
）・
（３
）は
、
定
額
（1

0
／
1
0
相
当
）

事
業
内
容

実
施
主
体

補
助
率

ニ
ー
ズ
把
握
か
ら
製
品
販
売
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
図

ユ
ー
ザ
ー
・
支
援
者
等

（
ニ
ー
ズ
）

開
発
・
研
究
者
等

（
シ
ー
ズ
）

支
援
機
器
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
、
生
活
に

お
け
る
困
り
ご
と
等
を
開
発
側
に
伝
え
る
。

障
害
当
事
者
と
の
意
見
交
換
に
て

ニ
ー
ズ
を
把
握
、
開
発
の
着
想
を
得
る
。

ニ ー ズ を 的 確 に 捉 え た

支 援 機 器 の 開 発 着 手

試
作
○
号
機

実 用 的 な 支 援 機 器 の 製 品 化

普 及

（
１
）
実
用
的
な
支
援
機
器
の
開
発
に
要
す
る
費
用
の
助
成

※
研
究
段
階
を
終
え
基
本
設
計
は
で
き
て
い
る
が
、
試
作
機
の
製
作
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
も
の
が
対
象

（
２
）
ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
強
化
事
業

試
作
○
号
機

試
作
○
号
機

モ
ニ
タ
ー
評
価

（
３
）
自
立
支
援
機
器
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
育
成
事
業

ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
の

マ
ッ
チ
ン
グ

デ
ザ
イ
ン
思
考
等
を
用
い
た
開
発
プ
ロ
セ
ス
を
体
系
的
に
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

情
報
収
集
・

現
場
観
察
な
ど

製
品
の
普
及

試
作
機
開
発
～
実
証
実
験
～
製
品
化

ニ
ー
ズ
の
把
握
・
特
定
～
コ
ン
セ
プ
ト
生
成
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